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6
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、
日

本
劇
作
家
大
会
2
0
1
4
豊
岡
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

52
の
企
画
に
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
、

渡
辺
え
り
さ
ん
、
竹
下
景
子
さ
ん
、

辰
巳
琢
郎
さ
ん
を
は
じ
め
日
本
を

代
表
す
る
劇
作
家
・
俳
優
な
ど
総

勢
1
8
8
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
は
、
4
月
に
開
館

し
た
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

そ
の
他
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、
出

石
永
楽
館
、
玄
武
洞
公
園
な
ど
市

内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
運
営
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

67
人
が
参
加
し
、
料
理
や
会
場
準

備
、
受
付
な
ど
に
協
力
し
ま
し
た
。

大
会
の
延
べ
参
加
者
数
は

7
4
0
2
人
で
、大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
演
劇
に
ど
っ

ぷ
り
つ
か
り
、大
い
に
沸
い
た
4
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞
在

制
作
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

舞
台
芸
術
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
生
涯
学
習
課

☎
23-

0
3
4
1

▲スペシャルリーディング「をんな善哉」（左から、柳下　大、岡本　玲、阿知波悟美、渡辺　哲、辰巳琢郎、竹下景子、
田中真弓、宇梶剛士、中山　仁、綱島郷太郎）［撮影：田窪桜子］

延べ7,402人が52企画に参加
日本劇作家大会2014豊岡大会　閉幕

こうのとり短編戯曲賞、豊岡市長賞決定！
100を超える一般応募の中から、６作品の戯曲が選ばれ、大会期間中に城崎の街角でリーディン

グが行われました。観客投票により、その中から１作品が「こうのとり短編戯曲賞」を受賞しました。
また、全52企画の中から「豊岡市長賞」が選ばれました。

こうのとり短編戯曲賞
西　史

ふみ

夏
か

『Bridge』
この度は、名誉ある賞を頂戴
し、本当に有難うございました。
「Bridge」は、大正14年に起
きた北但大震災で亡くなった
旅館の若女将〈サヨ〉を主人
公にした物語です。城崎町で
は、亡くなった方のうち71%が女性でした。「声
なき人の声を言葉にしたい」と、滞在取材で感
じ取った気持ちを戯曲にしました。
豊岡という土地と人の力を借りて、この作品
を書き上げることが出来ました。お世話になっ
た皆様、声を掛けて下さった皆様に、心から御
礼申しあげます。

豊岡市長賞
復活！ゴールド劇場特別公演 二本松企画
『松野井雅ひとり芝居～万華鏡三景～』
作・演出：赤澤ムック
出演：松野井 雅、企画：松枝佳紀
「演劇」というものに馴

な

染
じ

みのない
土地での舞台作りは初めての挑戦で
した。そんな私なので、地元の皆様の
ご協力や、応援あってこその市長賞
です。豊岡に元々ある、やむを得ない事情で消え去ろ
うとしていく小さな歴史や記憶に、再び日の目をあて、
大勢の皆様に喜んで頂

いただ

けたことを嬉しく思っていま
す。ありがとうございました。今は、ホームシックな
らぬ豊岡シックに見舞われています。また必ず訪れた
い、忘れ得ぬ場所になりました。

 ▲赤澤ムック
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詳しくは
公式ホームページへ！
※こうのとり短
編戯曲賞候補
の６作品もお
楽しみくださ
い。

❶開会式で演じられた『城崎温泉殺人事件』の一場面❷対談：内田樹
たつる
×平

田オリザ❸ミナモザ『W
ウ ィ ル コ
ILCO』❹アトリエ劇研『舟歌は遠く離れて』❺街角

リーディング❻智
ち
春
はる
路上パフォーマンス❼玄武洞上演：世田谷シルク『コ

ウノトリの温泉めぐり』❽ボランティアスタッフ❾料理ボランティア10永
楽館上演：演劇ユニットてがみ座『乱歩の恋文』［撮影：中才知弥（Studio 
Cheer）］11ピッコロ劇団ワークショップ『あつまれ！ピッコロひろば』12
渡辺えり講演会13鴻

こう

上
かみ

尚
しょう

史
じ

ワークショップ『声のレッスン』14閉会式

Éׁ߯ƛ୕ׯƞƜƖƪƽƗžƖƒ«Êĺඔۉ

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❼ ❽ ❾

10 11 12

13 14
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本
年
度
、
中
貝
市
長
が
29
の
地

区
を
回
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
座
談
会
で
は
、
市
長
が
自

ら
市
の
取
組
み
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
説
明
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の一つ
に
、
豊
岡
が
直
面

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

す
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
崩
壊
の
危
機
』
に
関
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
崩
壊

の
危
機
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
対

し
て
、ど
の
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
、
田
舎
に
は
働
く
場

所
が
な
い
、
夢
が
な
い
と
言
っ
て
、

多
く
の
田
舎
が
子
ど
も
た
ち
を
都

会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
田
舎
を

離
れ
ま
し
た
。

田
舎
で
は
、人
口
が
減
少
し
「
若

者
が
い
な
い
」「
空
き
家
が
増
え
て

い
る
」「
行
事
が
で
き
な
い
」「
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ

た
」
な
ど
、
田
舎
の
現
状
を
表
す

イ
メ
ー
ジ
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
田
舎
に
は
足
り
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
都
会
と
比
べ

れ
ば
、
生
活
の
便
利
さ
と
い
う
点

で
は
劣
って
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

交
通
の
便
が
悪
い
、
店
が
遠
い
…
な

ど
。で

は
、
田
舎
に
は
良
い
と
こ
ろ
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
田
舎
に
移
住
を
希
望
す

る
人
た
ち
が
増
え
て
お
り
、
市
役

所
に
も
よ
く
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
域
か
ら
豊
岡
に

来
て
、
豊
岡
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
は
、
豊
岡
と
い
う
地
を
選
び
ま

し
た
。
な
ぜ
、
豊
岡
を
選
ん
だ
の

で
し
ょ
う
か
。

他
の
地
域
か
ら
来
た
人
は
「
豊

岡
の
水
は
お
い
し
い
」「
食
べ
物
が

お
い
し
い
」「
自
然
に
癒
さ
れ
る
」

「
人
が
い
い
」
な
ど
、
良
い
と
こ
ろ

を
た
く
さ
ん
挙
げ
ま
す
。
私
た
ち

に
と
っ
て
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
に
住
む
人
は
、
そ
の
良
さ

に
気
付
か
ず
、
他
の
地
域
か
ら
来

た
人
に
よ
って
豊
岡
の
良
さ
を
知
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
少
し
で
も
都
会
に

近
づ
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
都

会
に
な
い
豊
岡
の
良
さ
、
豊
岡
ら

し
さ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

豊
岡
の
人
口
は
、今
後
も
減
り

続
け
る
予
測
が
出
て
い
ま
す（
グ
ラ

フ
参
照
）。日
役（
村
役
）が
で
き

な
い
、祭
り
が
で
き
な
い
な
ど
、区

の
元
気
が
無
く
な
って
き
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
崩
壊
の
危
機
が
存
在

し
ま
す
。市
民
と
市
が
協
働
し
て

対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

気
付
き

良
さ
の
再
認
識

市
民
と
市
の
協
働

地域
を
守る

地域
コミュニティ
地区（公民館単位）の取組み
《問合せ》コミュニティ政策課☎21－9020

▲座談会ではさまざまな意見が寄せられ、皆さんの地域を思う気持ちの強さを改めて実感

▲コミュニティ崩壊の危機への取組みを語る
　中貝市長

市民と市長の座談会から
～自ら考え自ら行動する～
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地
域
を
守
る
た
め
に
、
市
民
が

や
る
べ
き
こ
と
、
行
政
が
や
る
べ
き

こ
と
を
明
確
に
し
、
と
も
に
汗
を

か
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
避
け
て
は

通
れ
ま
せ
ん
。

市
民
と
市
長
の
座
談
会
で
は
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィへの
関
心
も
高
く
、
多

く
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
を
持
つ

地
域
で
の
人
材
を
積
極
的
に
活

用
す
べ
き
だ
。

・
自
主
防
災
組
織
を
周
辺
の
区
と

合
同
で
運
営
す
べ
き
だ
。

・
先
が
見
え
な
い
不
安
感
が
あ
る
。

・
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
ど
う
行
動
し
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
。　　
　
　
　

  

な
ど

地
域
を
良
く
す
る
た
め
の
近
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
歩
一
歩
着
実
に

進
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
進
め
て
い
る
モ
デ
ル
地
区
の

取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

が
作
成
す
る「
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
あ
り
方

方
針
」に
そ
の

道
筋
を
し
っ
か

り
と
示
し
て
い

き
ま
す
。

5
月
15
日
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
先
進
的
な
取
組
み
を
学
ぶ
研
修

会
を
、
じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
で

開
催
し
ま
し
た
。
島
根
県
雲う

ん

南な
ん

市

の
新し

ん

市い
ち
い
き
い
き
会
と
海う

潮し
お

地
区

振
興
会
の
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
組
み
を
発
表
し
、
2
0
0
人
の

市
民
、
関
係
者
が
学
び
ま
し
た
。

自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
地
域

づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
雲
南
市
で

は
、
平
成
16
年
11
月
の
合
併
時
か

ら
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
民
発
意
で

地
域
の
住
民
や
組
織
、
団
体
が
地

域
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
組
織
と

し
て
、
地
域
自
主
組
織
を
設
立
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
長
所
を
活い

か
し
、
地
域
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

補
完
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

新
市
い
き
い
き
会
は
、
組
織
の

設
立
が
雲
南
市
で一番
遅
か
っ
た
地

域
。
し
っ
か
り
し
た
議
論
が
で
き

ず
、
他
よ
り
2
年
遅
れ
た
。
こ
の

時
間
は
取
り
戻
せ
な
い
。

し
か
し
、
現
在
は「
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
る
。

特
に
、
独
自
に
住
民
情
報
を
収

集
し
、
住
民
福
祉
カ
ー
ド
を
整
備

し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
が
ら
要
援

護
者
の
支
援
体
制
を
築
い
て
い
る
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
を「
お
願

い
会
員
」、
協
力
者
を「
ま
か
せ
て

会
員
」と
し
て
登
録
し
、
真
に
有

効
な
仕
組
み
が
で
き
た
と
自
負
し

て
い
る
。
行
政
に
は
で
き
な
い
仕
組

み
で
あ
る
。

「
す
き
」な
ま
ち
に「
て
」を
加
え

「
す
て
き
」な
ま
ち
へ
変
え
て
い
く
。

さ
あ
、今
度
は
、ど
ん
な「
て（
手
）」

を
加
え
る
か
。

海
潮
地
区
振
興
会
は
、
雲
南
市

の
中
で
も
特
に
積
極
的
に
事
業
を

展
開
し
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。

地
域
が
運
営
す
る
子
育
て
支
援

事
業（
う
し
お
っ
子
ラ
ン
ド
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
）を
は
じ
め
、

定
住
促
進
、
温
泉
施
設
の
指
定
管

理
、
観
光
資
源
の
整
備
か
ら
観
光

ガ
イ
ド
、
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ

る
神
楽
の
保
存
ま
で
幅
広
い
活
動

が
特
徴
。

「
自
ら
の
地
域
の
課
題
は
、
自
ら

の
責
任
で
取
り
組
み
、
汗
を
か
き
、

地
域
を
守
る
」「
困
難
な
事
柄
に
つ

い
て
は
、
行
政
と
協
働
で
課
題
解

決
に
取
り
組
む
」こ
と
を
活
動
の
基

本
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
も

行
い
、
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
って
、

人
材
育
成
も
進
め
て
い
る
。

地域
を
つくる

新
市
い
き
い
き
会

海
潮
地
区
振
興
会

▲新市いきいき会の小林和彦
会長、地域づくりを熱く語る

▲海潮地区振興会の加本恂
しん

二
じ

会長、多彩な活動を采配する

座
談
会
で
の
意
見

住民の役割 市の役割

地域を守るために、自
ら考え自ら行動する。
そのために、地区公民館

の区域で地域を支える「コ
ミュニティ組織」の立ち上
げをお願いしています。

今後も各地域が持続可
能な地域づくりを推進し
ていくことを支援する。
そのために、財政的支
援のほか、地域の活動に
対する協力体制の充実が
求められます。

豊岡市の総人口の推移（兵庫県推計）

（
人
）

実積 推計
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地
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コ
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研
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会
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ウェルストーク豊岡のフィットネススタジオ・
トレーニングジム・温水プールを利用し、個人の
体力に合わせた運動メニューに取り組む、高齢者
向けの運動教室です。
小人数のグループ制で、専門の指導員がついて
いるため、初心者も安心して参加できます。
体を動かすことが好きな方、スポーツ施設に興
味がある方など、仲間と一緒に始めてみませんか。

〈 平成26年度下半期コース 〉

美しい姿勢になる秘訣！

運動教室参加者募集

「はつらつチャレンジ塾」、
「ヘルスアップ教室」共通

▷申込期間　８月４日（月）～20日（水）先着順
※教室卒業後、１年を経過している方は
　参加できます。
▷健康ポイント制度対象事業　500ポイント/月
▷申込み・問合せ　健康増進課成人保健係
　☎24－1127

はつらつチャレンジ塾
（65歳からの運動教室）

＜教室内容＞
◇期間　10月～平成27年３月（全24回）
◇対象　65歳以上の市民（ただし、治療中の疾患

がある方は、主治医の意見書が必要な場
合あり）

◇定員　各コース20人
◇料金　月額1,000円
◇コース 曜日 時　間

月 14:00～15:30
火 10:30～12:00
水 14:00～15:30
金 9:30～11:00

チャレンジクッキング
はつらつチャレンジ塾参加者
を対象に、毎月１回、クッキン
グ教室を実施します
（希望者）。
内容　調理実習、
　　　栄養士の講話
料金　全６回コース1,000円

▲椅子に座って行う体操

運動の効果、出てます！
・握力（全身の筋力を反映）…最
大6.5kgアップ！

・開眼片足立ち（バランス能力を
反映）…最大44.１秒アップ！
・体重…最大4.4kg減！
（平成25年度上半期参加者のデータから）

筑波大学の研究結果をもとに効果が実証された
運動プログラムを提供します。週１回の教室と自
宅で取り組むプログラムです。
バランスよく筋力を付けることで、美しい姿勢
を手に入れることができます。さらに、多くの参
加者に体力年齢の若返りが現れています。
＜特徴＞
①効果が出やすく、かつ安全に行えます！
個人の体力に合わせた個別の運動プログラムな
ので、無理なく運動することができます。
②効果を「見える化」！
専用の歩数計を使い、活動量や体の変化をグラ
フ化します。やる気の維持にも効果的です。

ヘルスアップ教室
＜教室内容＞
◇期間　10月～平成27
年３月（全24回）
◇対象　20歳以上の市
民（ただし、治療中の
疾患がある方は、主治
医の意見書が必要）
◇料金　月額1,000円
◇コース

※運動プログラムは有酸素運動と筋肉トレーニ
ングで構成されています。教室での有酸素運
動は、北前館・出石会場は踏み台運動、その
他の会場はエアロバイクです。

会場 曜日 時間 定員
竹野健康福祉センター 木 10:00～12:00 18人
北前館 水 13:30～15:00 15人
日高健康福祉センター 火 13:30～15:30 18人
出石健康福祉センター 金 13:30～15:00 10人
但東健康福祉センター 火 10:00～12:00 18人

▲筋トレ風景

平均で体力年齢が3.5歳若返りました！
（平成25年度参加者の効果）
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健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
４
区（
下
陰
区
・
西
花
園
区
、

桑
野
本
区
、
岩
中
区
）を
指
定
し
、

健
康
運
動
教
室
の
開
催
や
歩あ
る
キ
ン

グ
を
通
し
て
、
個
々
の
健
康
状
態

の
変
化
や
、
地
域
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
身
体
活
動
量
が
増
加

日
常
生
活
で
カ
ラ
ダ
を
動
か
す

量
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
地
域
の
絆
）に
対
す
る
効
果
に
つ

い
て
、
事
業
開
始
時
と
１
年
後
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

身
体
活
動
量
が
全
て
の
区
で
増
加

し
ま
し
た
。

特
に
桑
野
本
区
で
は
、
健
康
づ

く
り
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

地
域
の
活
動
が
盛
ん
と
感
じ
る
方

が
増
え
、
地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
参
加
す
る
方
が
増

え
た
こ
と
が
、
他
の
三
つ
の
区
よ

り
も
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
で
も
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

☎
24

1
1
2
7

4.0

桑野本 岩中 西花園 下陰

教室
開始前
１年後

（非常に活動的）

4.7

4.8

4.9

5.0

桑野本 岩中 西花園 下陰

教室
開始前
１年後

（社会参加が非常に盛ん）

玄
さ
ん
元
気
教
室
に
参
加

し
て
、
肩
凝
り
が
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
み
ん
な
と
会
う

機
会
が
で
き
て
、
い
ろ
ん
な

話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
で
す
。
区
が
一
つ
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

元
気
で
す
、桑
野
本
！

〜
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
〜

《モデル事業が各区の「日常生活でカラダを動かす量」に及ぼした効果》

《モデル事業が各区の「社会参加」に及ぼした効果》

▲立花文子さん

▲玄さん元気教室の様子（腹筋）

豊
岡
市
鞄
縫
製
者
育
成
組
合
が

運
営
す
る
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー（
元
町
）で
は
、
休
職

者
な
ど
を
雇
用
し
、
現
場
で
活
躍

で
き
る
縫
製
者
を
養
成
す
る
た
め
、

技
術
訓
練
や
企
業
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

同
組
合
が
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
背
景
に
は
、か
ば
ん
産
業
の
活
性

化
に
伴
う
人
手
不
足
が
あ
り
ま
す
。

組
合
役
員
の
由
利
昇
三
郎
さ
ん

は「
日
本
製
か
ば
ん
の
評
価
が
高

ま
っ
て
い
る
今
、人
員
体
制
を
拡

充
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
」、
同

役
員
の
羽は

倉く
ら

嘉よ
し

徳の
り

さ
ん
は「
積
極

的
な
人
材
育
成
に
取
り
組
む
企
業

が
協
力
し
、事
業
の
実
施
に
至
っ

た
。修
了
生
の
多
く
が
市
内
企
業

で
働
い
て
い
る
」と
語
り
ま
す
。

訓
練
は
、
初
め
て
ミ
シ
ン
に
触

れ
る
方
で
も
技
術
を
習
得
で
き
る

内
容
で
す
。
講
師
を
務
め
る
竹
下

嘉よ
し

壽ひ
さ

さ
ん
は「
縫
製
者
に
は
速
さ

と
正
確
さ
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る

が
、
楽
し
み
な
が
ら
も
の
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」と
話
し

ま
す
。

神
戸
市
出
身
の
小
野
初は

っ

穂ほ

さ
ん

は
、
か
ば
ん
職
人
を
目
指
し
、
6

月
に
セ
ン
タ
ー
へ
入
校
し
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は「
訓
練
全
て
が
初
め

て
知
る
こ
と
で
、
面
白
い
。
縫
製

技
術
を
身
に
付
け
、
市
内
メ
ー

カ
ー
へ
就
職
し
た
い
」と
意
気
込

み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
概
要
》

・
期
間　

第
4
期（
10
月
1
日
〜

平
成
27
年
1
月
15
日
）（
9
月
10

日
募
集
締
切
）

・
受
講
対
象
者　

失
業
者
・
非
正

規
労
働
者

・
勤
務
週
5
日（
1
日
7
時
間
）

・
給
与
時
給
7
7
0
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
豊
岡
市

　
鞄
縫
製
者
育
成
組
合
☎
26

7
3
0
0

人
づ
く
り
へ
の
挑
戦
１ 『
豊
岡
市
鞄
縫
製
者
育
成
組
合
』

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
☎
23

－

4
4
8
0
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モ
用
紙　
　
　
　
（
松
村
正
勝
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
過
剰
包
装
ゴ
ミ
箱
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
康
平
）

主
電
源
切
ら
ず
立
ち
去
る
赤
ラ

ン
プ　
　
　
　
（
ま
あ
ち
ゃ
ん
）

も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
捨
て
ら

れ
な
い
あ
な
た　
　
（
カ
ー
ル
）

お
下
が
り
に
不
満
を
言
わ
ぬ
次

男
坊　
　
　
　
　
（
眞
鍋
信
二
）

眠
っ
て
た
羽
織
ド
テ
ラ
に
活
か

さ
れ
た　
　
　
　
　
　
　
（
道
）

洗
面
器
水
を
た
め
て
は
顔
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
（
丸
尾
カ
ヨ
）

放
射
能
が
れ
き
の
山
は
泣
い
て

い
る　
　
　
　
　
（
丸
尾
文
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

再
利
用
口
で
言
う
前
に
早
く
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

じ
ゃ
ー
じ
ゃ
ー
じ
ゃ
ー
ず
っ
と
出
ぱ
な

し
も
っ
た
い
な
い　
　
（
山
口
明
日
香
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
一
言
が
救

い
の
手　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
テ
ス
ト
に
使
う
紙

の
量　
　
（
ち
ょ
こ
大
好
き
人
間
）

高
級
品
使
わ
な
け
れ
ば
た
だ
の

ゴ
ミ　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
行
動
が
未
来

に
つ
な
が
る　
　
　
（
山
本
彩
夏
）

ち
ょ
っ
と
！
ま
だ
使
え
る
よ
リ

サ
イ
ク
ル　
　
　
　
（
ト
マ
ト
）

祖
母
と
母
口
を
そ
ろ
え
て
も
っ

た
い
な
い　
　
（
和
田
奈
津
実
）

◆
一
般
の
部

も
っ
た
い
な
い
エ
コ
と
い
う
名

で
胸
を
張
り　
　
（
福
盛
初
美
）

満
腹
で
減
ら
ず
苦
し
い
冷
蔵
庫

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
晴
美
）

雨
水
を
た
め
て
毎
日
花
々
へ　

　
　
　
　
　
　
　
（
す
ず
ら
ん
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
じ
い
ち
ゃ
ん
裸
だ

け
で
過
ご
す
夏　
（
舩
越
達
三
）

一
流
に
入
社
し
た
の
に
す
ぐ
辞

め
た　
　
　
　
　
（
古
川
恵
子
）

一
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
家
族
を
結

び
つ
け　
　
　
　
　
　
（
桃
玉
）

勿
体
無
い
し
っ
か
り
し
た
い
リ

サ
イ
ク
ル　
　
（
細
田
一
三
男
）

庭
を
掘
り
地
球
に
返
す
家
の
ゴ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
喜
弘
）

髪
を
梳
く
落
ち
た
毛
さ
え
も

も
っ
た
い
な
い　
（
る
な
お
ば
さ
ん
）

愛
着
は
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー　
　
（
本
田
い
ず
み
）

も
っ
た
い
な
い
温
故
知
新
の
エ

コ
ゴ
コ
ロ　
　
（
本
田
し
お
ん
）

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
不
老
長
寿
は
当

た
り
前　
　
　
　
（
本
田
隆
道
）

弁
当
は
〝
ふ
た
か
ら
食
べ
よ
〞

死
語
か
い
な　
　
　
（
前
川
稔
）

多
い
ご
み
無
駄
と
環
境
破
壊
す
る

　
　
　
　
　
　
　
（
松
浦
哲
男
）

地
球
人
も
っ
た
い
な
い
が
合
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
（
松
下
幸
子
）

レ
シ
ー
ト
の
裏
は
り
っ
ぱ
な
メ

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム･敬称略）

◇応募部門
○一般・高校の部 絵画、書道、写真、彫刻・

工芸
○児童・生徒の部 図画、習字

◇応募範囲
○一般・高校の部 制限なし
○児童・生徒の部 但馬内の幼稚園等・小学
校・中学校・教室に在籍する就学前幼児お
よび児童・生徒

◇公募要項配布場所
文化振興課、各支所総務係、各地区公民館、
図書館本館、または市民会館　など

◇作品搬入
○日時
　・10月15日（水）午前９時～午後７時
　・10月16日（木）午前９時～午後７時
○場所…総合体育館北側アリーナ入口

◇出品料
○一般の部…1,650円
○高校、児童・生徒の部…無料

◇作品審査日程および審査員
○10月20日（月）
　書道・習字…宮

みや

崎
ざき

葵
き

光
こう

さん（日展評議員）
○10月21日（火）
　・写真…笹

ささ

田
だ

金
きん

吾
ご

さん（全日本写真連盟総本部理事）
　・彫刻・工芸…中

なか

ハシ克
かつ

シゲさん
　　（京都市立芸術大学教授）
○10月22日（水）
　絵画・図画…知

ち

念
ねん

正
まさ

文
ふみ

さん（二紀会会員）
◇美術講座
各部門審査日の午後６時から、作品講評を
兼ねた美術講座を開催します。

《問合せ》文化振興課☎23－1160

第65回
豊岡市美術展作品募集

豊岡市美術展は60年以上の歴史を持つ県内でも有数の公募展です。応募に際し
ては公募要項をご覧の上、作品搬入日に所定の申込用紙で申し込んでください。
◇会期　10月31日（金）～11月４日（火）
◇会場　総合体育館（大磯町）

▲高校生ボランティアが受付で活躍

…

…

…
…
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国民健康保険の加入者が出産したときに39万円を支給します（産科医療補償制度に
加入の医療機関で出産した場合は3万円加算）。
１　支給方法
原則として、本人へ直接支給されるのではなく、医療
機関に支払われ、出産費用に充てられます。

２　手続き
　出産する医療機関などで行ってください。

３　時効
　出産から２年です。

４　出産費用が出産育児一時金を超えた場合
　超えた分のみ医療機関に支払ってください。

５　出産費用が出産育児一時金に満たなかった場合
差額分を国民健康保険に請求することができます。この場合、出産後約１～２カ
月後に、請求方法などについて市民課から文書で連絡します。

　《差額申請に必要なもの》
　①国保被保険者証　②印鑑　③振込先の分かるもの（通帳）
　④本人確認書類（運転免許証など）

６　その他
出産前６カ月以内に国民健康保険以外の健康保険に加入されていた場合は、その
健康保険に一時金を請求することができます（ただし、その健康保険に１年以上被
保険者本人として加入していた方に限る）。

国民健康保険の加入者が死亡したとき、その葬祭を行った方（喪主）
に、５万円を支給します。
１　申請に必要なもの
①葬祭費支給申請書
②申請者の本人確認書類（運転免許証など）
③喪主の印鑑
④喪主が確認できる書類（会葬御礼はがき・葬儀費用の領収書）
※死亡者および喪主の氏名を明記していること
※会葬御礼はがき・葬儀費用の領収書がない場合は、死体埋火葬許可書を持参し

　　　てください。
　⑤振込先の分かるもの（通帳）
　⑥死亡した方の被保険者証（手元になければ不要）
▼必要に応じて提出していただく書類
申立書（領収書に記載された名前がフルネームでない・死体埋火葬許可書の場合な
ど）

２　時効
　葬祭を行ってから２年です。

３　その他
　死亡前３カ月以内に、国民健康保険以外の健康保険に被
保険者本人として加入していた場合は、その健康保険から
埋葬料が支給されますので、国民健康保険からの支給はあ
りません（ただし、その健康保険に１年以上被保険者本人
として加入していた方に限る）。

国
民
健
康
保
険
の
給
付
②

〜
給
付
制
度
の
活
用
〜

出産育児一時金

国
民
健
康
保
険
に
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
「
給
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

制
度
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係
☎
21

－

9
0
6
1

葬祭費
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広報とよおか　2014.7.25 10

子
ど
も
の
発
達
を
知
り
、
子
ど
も
を
支
え
る

④
子
ど
も
の
基
本
的
習
慣
の
発
達

増
進
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
発
達
に
合
っ
た
関
わ
り

◎
1
歳
ま
で
の
時
期

　

こ
の
時
期
は
ま
だ
意
志
ど
お
り

に
身
体
が
動
き
ま
せ
ん
し
、
複
雑

な
物
事
の
理
解
は
難
し
い
で
す
。

生
活
習
慣
を「
見
せ
る
」「
体
感
し

て
も
ら
う
」こ
と
で
、
生
活
習
慣

の
土
台
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
の
と
き
に「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
言
っ
て
か
ら
正
し
い
姿
勢
で
食

べ
る
な
ど
、
大
人
が
生
活
習
慣
を

守
り
、
そ
の
姿
を
子
ど
も
に
見
せ

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
手
を
取
っ
て

「
い
た
だ
き
ま
す
」と
声
掛
け
を
し

て
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、
生
活
習

慣
を
体
感
す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

◎
そ
れ
以
降
の
時
期

　

生
活
習
慣
を
自
分
で
や
っ
て
み

て
習
得
し
て
い
く
時
期
で
す
。
意

志
ど
お
り
に
身
体
を
動
か
す
力
や

物
事
の
理
解
力
に
沿
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
習
慣
を
教
え
、
や
ら

せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

や
り
た
く
て
も
難
し
く
て
で
き

な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
勇
気
づ

け
た
り
、
大
人
が
少
し
手
助
け
を

し
て
で
き
る
体
験
を
、
サ
ポ
ー
ト

し
た
り
す
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
母
子
保

健
係
☎
24

－

1
1
2
7

　

乳
幼
児
期
は
、
一
生
の
う
ち
で

最
も
発
達
が
盛
ん
な
時
期
で
、
子

ど
も
は
日
々
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
変
化
が
激
し
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
の
発
達
を
的

確
に
捉
え
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

■
基
本
的
習
慣
っ
て
？

　

生
活
の
基
本
と
な
る「
眠
る
」

「
食
べ
る
」「
清
潔
を
保
つ
」な
ど
の

習
慣
の
こ
と
で
、
子
ど
も
が
健
康

に
育
つ
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。

　

ま
た「
い
た
だ

き
ま
す
」を
言
っ

て
か
ら
食
べ
る
、

手
づ
か
み
で
は
な

く
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
道
具
で
食
べ

る
な
ど
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く

暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

と
も
関
わ
る
の
で
、
集
団
生
活
へ

の
参
加
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
の
育
ち
と
基
本
的
習
慣

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
眠
た
い
と
き
に

寝
た
い
だ
け
寝
て
、
何
で
も
口
に

入
れ
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
助
け

て
も
ら
っ
て
生
活
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
赤
ち
ゃ
ん
が
次
第
に

乳
幼
児
期
の
発
達

「
決
ま
っ
た
時
間
に
寝
起
き
す
る
よ

う
に
な
る
」「
口
に
入
れ
て
良
い
物

と
ダ
メ
な
物
を
区
別
す
る
よ
う
に

な
る
」「
箸は

し

や
ス
プ
ー
ン
で
こ
ぼ
さ

ず
に
食
べ
る
よ
う
に
な
る
」「
信
号

が
青
に
な
っ
た
ら
横
断
歩
道
を
渡

る
と
い
う
交
通
ル
ー
ル
に
沿
っ
た

行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
」な
ど
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
な
ん
と
短
時
間
で
、

な
ん
と
多
く
の
生
活
習
慣
を
学
び

と
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
！

■
基
本
的
習
慣
の
育
ち
の
過
程

・
1
歳
ご
ろ
：
手
づ
か
み
で
食
べ
る
。

・
1
歳
6
カ
月
ご
ろ
：
自
分
で
コ
ッ

プ
で
飲
む
、
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
る
。

・
2
歳
ご
ろ
：
自
分
で
パ
ン
ツ
を

脱
ぐ
、「
い
た
だ
き
ま
す
」を
言
う
。

・
3
歳
ご
ろ
：
服
の
着
脱
を
自
分
で

し
た
が
る
。
こ
ぼ
さ
ず
に
食
べ
る
。

・
4
歳
ご
ろ
：
信
号
を
見
て
道
路

を
渡
る
。
お
風
呂
で
自
分
で
身

体
を
洗
う
。

・
5
歳
ご
ろ
：
ト
イ
レ
が
一
人
で

で
き
る
。
箸
の
持
ち
方
や
姿
勢

な
ど
、
食
事
の
マ
ナ
ー
を
守
り

食
事
す
る
。

※
発
達
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
健
康

◆
シ
カ
捕
獲
専
任
班
の
発
足
！

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
や
各
農
会
の

活
躍
で
、
市
内
の
一
部
地
域
で
は

『
シ
カ
の
数
が
減
っ
た
』と
伺
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
生
息
域

が
広
が
り
、
こ
れ

ま
で
い
な
か
っ
た

地
域
に
も
影
響
が

出
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
平
成
26

年
か
ら
の
10
年
で

シ
カ
を
半
減
さ
せ

る
指
針
を
出
し
ま

し
た
。
本
市
で
も
、

本
年
度
か
ら
さ
ら

に
捕
獲
活
動
の
各

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥獣
害対策や、知っていると役に立つ情報など
を、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23－1127

種
支
援
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に

よ
る
シ
カ
捕
獲
専
任
班
を
結
成
し

ま
し
た
。
専
任
班
は
、
班
員
24
人

で
、
主
に
平
日
を
中
心
に
月
に
10

日
程
度
活
動
し
ま
す
。
本
年
度
は

5
0
0
頭
の
捕
獲
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
全
体
の
年
間
の
捕
獲
頭

数
で
は
、
昨
年
度
実
績
か
ら

1
5
0
0
頭
増
し
の
5
千
頭
を
捕

獲
目
標
に
設
定
し
て
い
ま
す（
有

害
捕
獲
期
間
）。

◆
4
〜
6
月
の
シ
カ
捕
獲
頭
数

　

主
に
日
高
・
出
石
地
域
で
、
銃

に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
ま
し

た
。
罠わ

な

と
合
わ
せ
て
、
市
内
で

1
1
1
4
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

◆
青
い
柿
を
好
む
ク
マ

　

ク
マ
と
い
え
ば
、
柿
を
食
べ
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
柿
に
は

見
向
き
も
し
な
い
そ
う
で

す
。
市
内
で
は
、
ク
マ
が

盆
す
ぎ
に
青
い
柿
を
食
べ

に
来
て
、
次
に
熟
し
た
こ

ろ
に
再
び
食
べ
に
来
ま
す
。

不
要
な
柿
の
木
は
切
る
と

と
も
に
、
収
穫
す
る
際
に

は
高
い
枝
な
ど
に
実
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
ク

マ
が
集
落
に
居
着
か
な
い

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

こちら鳥獣害対策員です！①
－シカ捕獲専任班の発足－
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き
、
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、

高
齢
者
の「
ち
ょ
っ
と
気
掛
か
り

な
こ
と
」に
気
付
い
た
と
き
に
は
、

日
頃
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
地
区

の
役
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な

ど
か
、
最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

2
4
0
9

　

高
齢
者
が
抱
え
る
問
題
な
ど
の

早
期
発
見
・
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

市
内
全
域
で
展
開
し
て
い
る
こ
の

事
業
で
は
、
今
ま
で
近
隣
住
民
や

関
係
協
力
事
業
所
の
方
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
相

談
や
連
絡
を

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

6
月
25
日

号
に
引
き
続

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊　

4

　
　
実
際
に
あ
っ
た
事
例（
そ
の
２
）

相談者 相談内容 対応状況

民生委員

　一人暮らしの高齢者
が、最近ろれつが回ら
ず、話が聞き取りにく
い。転倒も多く、様子
がおかしい。

　民生委員と連携し、主治
医に最近の受診状況を確認
する。最近の受診がないた
め、本人宅への訪問を繰り
返し行い、受診を勧める。

行政職員

　市役所の窓口に、会
議の予定がないにもか
かわらず、「会議がある
と聞いたが、どこか？」
と再々来庁する。

　民生委員へ相談する。民
生委員は、以前から顔見知
りの関係であったため、近
況の確認と今後の見守りを
依頼する。

商店主
　一人暮らしの高齢者
が最近体調を崩してい
る。

　民生委員と訪問すると、
家の中が乱雑で、以前の本
人と様子が違う。別居の子
の協力が必要と判断し、連
絡を取る。また、地域での
見守りについて協議を行
う。

　

は
が
き
や
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
、
身
に
覚
え
の
な
い
料
金

を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
架
空
請
求

が
近
年
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。

請
求
の
手
口

　

架
空
請
求
は
、
従
来
、
は
が
き

に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
近
年
の

請
求
の
約
8

割
は
、
電
子

メ
ー
ル
に
よ

る
も
の
で
す
。

電
子
メ
ー
ル

の
場
合
、
本
人
が
悩
ん
で
い
て
も
、

家
族
や
周
囲
の
方
が
気
付
く
の
が

遅
れ
が
ち
に
な
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

架
空
請
求
メ
ー
ル
の
実
例

「
㈱
○
○
の
△
△
と
申
し
ま
す
。

お
客
さ
ま
が
使
用
中
の
携
帯
端

末
よ
り
、
以
前
登
録
さ
れ
た
総

合
情
報
サ
イ
ト
か
ら
無
料
期
間

中
に
退
会
処
理
が
と
ら
れ
て
い

な
い
た
め
に
、
登
録
料
金
、
延

滞
料
金
が
発
生
し
て
お
り
、
現

状
未
払
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
う
と
、

お
客
さ
ま
の
身
元
調
査
な
ら
び

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
64

　
〜
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
要
注
意
！
〜に

法
定
書
類
作
成
後
、
回
収
業

者
に
よ
る
料
金
回
収
と
な
り
ま

す
。

（
注
）調
査
費
用
、
回
収
手
数
料
等

は
、
利
用
規
約
に
基
づ
き
ま

し
て
お
客
さ
ま
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
『
退
会
処
理
』を
ご
希
望
で
あ

れ
ば
、
左
記
の
連
絡
先
へ
翌
営

業
日
の
午
後
２
時
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

03

－xxxx
－xxxx

営
業
時
間　

午
前
9
時
よ
り

定
休
日　

土
・
日
曜
日

　

○
○
担
当
△
△
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
連
絡
を
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
、
手
続
き
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
」

※
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
、

具
体
的
な
金
額
や
利
用
内
容
の

明
記
は
な
く
、
請
求
者
に
連
絡

を
取
ら
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
処
方
法

○「
連
絡
や
支
払

い
は
絶
対
に
し

な
い
」…
慌
て

て
請
求
者
に
連

絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
、

料
金
の
請
求
を
受
け
て
も
無
視

し
ま
し
ょ
う
。「
こ
れ
以
上
関
わ

り
た
く
な
い
」と
い
う
理
由
で

も
、
一
度
払
う
と
次
々
と
請
求

さ
れ
ま
す
。

○「
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談
す

る
」…
支
払
い
義
務
が
あ
る
か

ど
う
か
自
分
で
分
か
ら
な
い
と

き
や
、
不
安
に
な
っ
た
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
身
の
回
り

の
信
用
で
き
る
方
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

脅
迫
さ
れ
た

場
合
や
身
辺

に
不
安
を
感

じ
る
場
合
は
、

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

後
で
も
、
相
談
が
早
け
れ
ば
、
お

金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
豊
岡
市
く
ら

し
の
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1
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6
月
18
日
、
豊
岡
稽
古
堂
塾
開

講
式
を
豊
岡
稽
古
堂
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
塾
長
の
中
貝
宗

治
市
長
が
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
豊

岡
稽
古
堂
塾
の
目
的
等
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
豊
岡
稽
古
堂
塾
師
範

（
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
准
教
授
）

の
山や

ま

崎ざ
き

義よ
し

人と

さ
ん
が「
地
域
資
源

を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、
真

野　

毅
副
市
長
が「
民
・
官
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
テ

ー
マ
で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、
第
2
回
を
開
催
し
、

政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
P
H
P
総
研

の
永
久
寿
夫
さ
ん
が「
政
策
の
つ

く
り
方
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義▲第１回の山崎義人さんの講義風景

▲第２回は、永久寿夫さんが講演

▲新田小学校の新しいプール

▲プールの中で元気いっぱいの
　子どもたち▲気持ち良さそうな牛たち

〜
豊
岡
を
担
う
次
代
の
人
づ
く
り
〜

豊
岡
稽
古
堂
塾
を
開
講

〜
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
待
望
の
施
設
完
成
〜

新
田
小
学
校
と
田
鶴
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
竣
工
式
を
挙
行

神
鍋
高
原
万
場
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
で

但
馬
牛
の
放
牧
ス
タ
ー
ト

【
6
月
】

12
日
・
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1
4

豊
岡
大
会（
〜
15
日
）

13
日
・
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工（
新
田
、

16
日
・
田
鶴
野
）

17
日
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
夢
の
教
室
」（
〜
20
日
）

18
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
開
講（
〜
平

成
27
年
3
月
7
日
）

19
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会　
（
城

崎
支
所
、※
以
下
は
公
民
館　

20
日
・
寺
坂
地
区
、23
日
・
菅

谷
地
区
、25
日
・
八
代
地
区
、

26
日
・
小
野
地
区
、27
日
・
国

府
地
区
、7
月
9
日
・
清
滝
地

区
、10
日
・
五
荘
地
区
）

20
日
・
第
１
回
豊
岡
市
公
営
企
業
審

議
会

22
日
・
第
34
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会

23
日
・
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

28
日
・
豊
岡
市
歴
史
的
建
築
物
保
存

活
用
検
討
委
員
会
設
立

【
7
月
】

４
日
・
第
5
回
自
治
体
国
際
協
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
市
長
講
演

（
パ
リ
）

８
日
・
豊
岡
市
第
5
次
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

漁
業
実
習
生
修
了
証
授
与
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

し
ま
し
た
。
政
策
と
は
何
か
、
政

策
を
作
る
上
で
の
考
え
方
と
は
何

か
な
ど
、
永
久
さ
ん
の
経
験
や
具

体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
豊
岡
稽
古
堂
塾
】

　

講
義
・
演
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
政
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
作
成
、
実
行
に
必
要
な
理

論
、
理
念
、
技
術
等
を
民
間
の
方

と
本
市
職
員
が
共
に
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
戦
略
的
に
考
え
、

効
果
的
に
実
行
す
る
能
力
を
身
に

つ
け
、
未
来
の
本
市
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
民
・
官

を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

　

6
月
13
日
に
新
田
小
学
校
の
プ

ー
ル
の
竣
工
式
を
、
16
日
に
は
田

鶴
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
竣
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
19
日
か
ら
、
但
馬
牛
約
20

頭
の
放
牧（
〜
11
月
中
旬
）を
神
鍋

高
原
の
万
場
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ

で
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
放
牧
で
、
但
馬
牛
の
品
質

向
上
と
飼
育
農
家
の
省
力
化
を
図

り
、
豊
岡
産
但
馬
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
ま
す
。

　

牛
舎
と
違
い
、
広
い
野
草
地
を

自
由
に
走
り
回
れ
る
た
め
、
牛
の

ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
急
傾
斜
地
を
駆
け
上
る

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
田
鶴
野
小
学

校
で
は
、
当
日
が
プ
ー
ル
開
き
と

な
り
、
児
童
の
歓
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

こ
と
で
足
腰
が
強
く
な
り
、
牛
の

健
康
増
進
に
つ
な
が
る
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
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携
帯
に
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

「
中
貝
さ
ん
、
B
S
11
の
生
放
送

に
出
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

　

毎
日
新
聞
顧
問
の
松
田
喬た

か

和か
ず

さ

ん
か
ら
で
し
た
。
報
道
ラ
イ
ブ
21

と
い
う
番
組
で
、
水
害
対
策
を
テ

ー
マ
に
松
田
さ
ん
、
三
条
市
の
國く

に

定さ
だ

勇い
さ

人と

市
長
と
意
見
を
交
わ
す
と

い
う
内
容
で
し
た
。
松
田
さ
ん
は

政
治
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

す
が
、
平
成
17
年
に
豊
岡
市
が
被

災
自
治
体
に
声
を
か
け
て
始
ま
っ

た「
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
ず
っ
と
務
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
番
組
の
キ
ャ
ス

タ
ー
は
露
木　

茂
さ
ん
で
す
。

　

放
送
日
の
6
月
18
日
は
、
市
の

「
豊
岡
稽
古
堂
塾
」の
開
校
式
で
、

私
が
塾
長
で
す
。
官
民
の
若
手
10

人
ず
つ
一
緒
に
な
っ
て
１
年
間
学

ん
で
も
ら
い
、
豊
岡
を
支
え
る
人

材
を
育
て
る
と
い
う
壮
大
な
目
標

を
掲
げ
た
、
中
貝
肝
い
り
の
稽
古

堂
塾
で
す
。
が
、
営
業
第
一
と
出

演
す
る
こ
と
と
し
、
入
学
式
は
、

あ
っ
け
な
く
塾
長
不
在
と
い
う
事

態
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
。
午
後
8
時
過
ぎ
に
放
送

局
に
入
り
、
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ

の
後
9
時
か
ら
本
番
で
し
た
。

　

や
り
取
り
は
順
調
に
進
み
、
最

後
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
を
テ

ー
ブ
ル
の
上
に
出
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し

ま
し
た
。
水
害
の
絶
望
と
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
希
望
は
、
実
は
同
じ
豊
岡

の
自
然
が
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
無
事
に
終
了
。
ご
覧
に

な
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
さ
ぞ
か

し
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
だ
ろ
う
と
自
画
自
賛
し
て
い

た
矢
先
、
妻
か
ら
メ
ー
ル
が
入
り

ま
し
た
。「
わ
っ
、
猫
背
だ
！
口
が

へ
の
字
だ
。
カ
メ
ラ
油
断
禁
物
」

　

し
ょ
ぼ
く
れ
て
豊
岡
に
帰
り
、

録
画
を
見
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
ひ

ど
く
な
い
け
ど
な
あ
。

　

Ｆ
Ｍ
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
そ
の
顛
末

を
話
し
ま
し
た
。
知
人
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。「
大
変
面

白
く
拝
聴
し
ま
し
た
。
奥
様
の
ダ

メ
出
し
は
天
の
声
。
ち
な
み
に
我

が
家
は
、
毎
日
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

近
頃
は
打
た
れ
強
く
な
り
ま
し

た
」ど
こ
も
一
緒
の
よ
う
で
す
。

　

28
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
映
り
ま

し
た
。「
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
下
の
ボ
タ

ン
、
し
て
た
方
が
良
か
っ
た
」

　

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
妻
の
声
は
天
の
声

81

　

6
月
22
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム

を
発
着
点
と
し
、
第
34
回
兵
庫
神

鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
真
夏
の
8
月
に
開
催

し
て
い
た
大
会
を
、
選
手
の
健
康

に
配
慮
し
、
今
回
初
め
て
初
夏
の

6
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天

候
で
し
た
が
、
熱
い
声
援
の
中
、

4
4
8
4
人
が
出
走
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、選
手
だ
け
で
な
く
、

応
援
す
る
方
も
楽
し
め
る「
お
も
て

な
し
」も
大
き
な
魅
力
。こ
れ
ま
で

の「
神
鍋
ス
イ
カ
」に
変
わ
る
も
の
と

し
て「
神
鍋
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
ス
ー

プ
」や「
橘
の
実
入
り
シ
ロ
ッ
プ
の

　

城
崎
温
泉
景
観
形
成
重
点
地
区

の
木
造
3
階
建
て
建
築
物
は
約

2
0
0
軒
あ
り
、
う
ち
旅
館
は
約

60
軒
と
、
国
内
で
も
有
数
の
集
積

度
を
誇
り
、
情
緒
あ
る
温
泉
街
の

景
観
を
醸
し
出
す
重
要
な
建
築
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
半
が
築
50
年
以
上

の
建
物
で
、
現
行
の
建
築
基
準
法

に
適
合
せ
ず
、
用
途
変
更
や
大
規

模
な
改
築
な
ど
は
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
空
き
店
舗
や
駐
車

場
化
な
ど
、
優
れ
た
景
観
が
損
な

わ
れ
る

危
機
に

直
面
し

て
い
ま

す
。

　

昨
年
、

国
が
歴

史
的
建

築
物
の

活
用
等

〜
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
守
る
〜

「
豊
岡
市
歴
史
的
建
築
物
保
存
活
用
検
討
委
員
会
」を
設
立

〜
初
夏
の
高
原
を
さ
っ
そ
う
と
駆
け
る
〜

「
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」初
の
初
夏
開
催

か
き
氷
」が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の「
但
馬
牛
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
」「
ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼

き
」な
ど
に
も
行
列
が
で
き
、
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲元気いっぱい、一斉にスタート

▲心を込めて新メニューで
　おもてなし

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
建
築

基
準
法
の
適
用
除
外
を
認
め
る
仕

組
み
を
推
進
す
る
方
針
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
5
月
に
兵
庫

県
全
域
が
国
家
戦
略
特
別
区
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
市
は
、
安
全

か
つ
安
心
に
利
活
用
で
き
る
歴
史

的
建
築
物
の
構
造
基
準
等
を
検
討

す
る
た
め
、
6
月
28
日
、「
豊
岡
市

歴
史
的
建
築
物
保
存
活
用
検
討
委

員
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。
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◇受付期間　８月６日（水）～18日（月）必着
午前８時30分～午後５時15分（土・日曜
日を除く）

◇第１次試験
・日程　９月21日（日）
・場所　じばさん但馬（大磯町）

〔消防職の体力検査は市民体育館（立野町）〕
・内容　教養試験（または社会人基礎試験）、作文試

験、適性検査、専門試験（土木技術職、保
健師、保育士・幼稚園教諭のみ）、体力検
査（消防職のみ）

◇第２次試験
・日程　11月中旬～下旬

・場所　第１次試験合格者に直接通知
・内容　面接試験、身体検査（指定の検査書提出に

よる）、実技試験（保育士・幼稚園教諭のみ）
◇申込方法　募集案内・申込書を職員課または各支所

総務係で受け取り、受験職種に必要な書
類を添えて提出してください（受付は職
員課のみ）。

※募集案内の郵送を希望の方は、宛先を記入し、140
円切手を貼った返信用封筒（角形２号、Ａ４サイズ
の資料が入るもの）を同封の上、希望職種を明記し
て職員課へ請求してください。

◇採用予定日　平成27年４月１日

職    種 採用予定人員 受    験    資    格

一　般
事務職

Ⅰ 10人程度
　昭和63年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を卒業
した人もしくは平成27年３月末までに卒業見込みの人または高等学校卒業程度認定
試験に合格した人

Ⅱ 10人程度
　昭和56年４月２日から昭和63年４月１日までに生まれ、学校教育法に基づく高等
学校以上の学校を卒業した人または高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検
定）に合格した人

文化財
専門員 １人程度

　昭和54年４月２日以降に生まれ、学芸員の資格を有し、学校教育法に基づく大学
以上の学校において歴史学等の専門課程を修めて卒業した人で、かつ、文化財関連
施設での経験を有する人

土木技術職 ４人程度
　昭和59年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校におい
て、この職に必要な専門課程を修めて卒業した人または平成27年３月末までに卒業
見込みの人

保　健　師 １人程度 　昭和54年４月２日以降に生まれ、保健師の免許を有する人または平成27年３月末
までに同免許を取得見込みの人

保　育　士
幼稚園教諭 １人程度

　昭和54年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１種または２
種）をあわせて有する人または平成27年３月末までに同資格および同免許を取得見込
みの人

消　防　職 ３人程度

　平成元年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を卒業
した人もしくは平成27年３月末までに卒業見込みの人または高等学校卒業程度認定
試験に合格した人で、次の要件を全て満たす人
①視力が両眼とも1.0以上（矯正視力を含む）であること
②色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職務遂行上支障
がないこと

《申込み・問合せ》職員課☎23－1326

～豊岡市を創る 豊かな発想力、意欲と行動力に満ちた
あなたの応募をお待ちしています～

平成27年度採用

豊岡市職員募集

豊岡のまちづくりと、求める職員像について、市長が直接お話しします。
先輩職員が、仕事内容や体験談などを募集職種別にお話しするブースを開設します。
◇日時　８月12日（火）午後１時30分から（２時間程度）　◇場所　豊岡市役所２階　大会議室
◇定員　150人（先着順）
◇申込み　職員課　☎23－1326　Mail：shokuin@city.toyooka.lg.jp
※参加には事前申込み（先着順）が必要です。電話・メールなどで氏名と希望職種をお知らせください。

……「職員採用説明会」を開催します！……



   

償
却
資
産
の
申
告

　
　
　
　
　         

済
ん
ど
ん
な
る
か
？

飲食店

小売店

理容・美容業 医院 ガソリンスタンド

農業・漁業 建設業

工場 ホテル・旅館
厨房設備など 製造設備など 客室備品など

農機具など パワーショベルなど

椅子・洗面台など ベッド・手術台など 洗車機など

陳列ケースなど

広報とよおか　2014.7.2515

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

だ
け
で
は
な
く
、
償
却
資
産（
事

業
用
の
資
産
）も
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
、

修
正
申
告
が
必
要
な
方
は
早
急
に

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
固
定

資
産
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
土

地
・
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
で

す
か
？

Ａ　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
は
、
地
方
税
法
第
3
8
3

条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
資
産
が
所
在
す
る
市
町

村
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
申
告
は
資
産
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
必
要
で
す
。

Ｑ　

対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
何

で
す
か
？

Ａ　

原
則
と
し
て
、
決
算
時
に
減

価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ

た
も
の
は
全
て
償
却
資
産
の
申

告
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

構
築
物
の
う
ち「
家
屋
」と
し
て

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も

の
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
対
象
と
な
る
車
両
は
、
申
告

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
償
却
資
産
の
詳
細
や
申
告
書

の
記
載
方
法
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
に

よ
る
申
告
書
お
よ
び
明
細
書
は
、

市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
申
告
書
・
明
細
書
は
税
務
課
資

産
税
係
お
よ
び
各
支
所
市
民
福

祉
係
に
備
え
て
い
ま
す
。

《
申
告
書
提
出
・
問
合
せ
》
税
務

課
資
産
税
係
☎
21

－

9
0
4
6

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係

児
童
扶
養
手
当･

重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当
の
現
況
届
と
　

特
別
児
童
扶
養
手
当･

特
別
障
害
者
手
当･

障
害
児
福
祉
手
当･

経
過
的
福
祉
手
当
の
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

標
記
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止

の
方
を
含
む
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
現

況
届
･
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
は
提
出
期

間
ま
で
に
必
要
書
類
を
送
付
し
ま

す
。

　

こ
の
届
け
に
よ

り
、
8
月
分
以
降

の
受
給
資
格
を
確

認
し
ま
す
。
提
出

が
な
い
と
8
月
分

以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え

る
た
め
、
手
当
の
支
給
停
止
が
予

想
さ
れ
る
場
合
も
届
け
出
は
必
要

で
す
。

▽
提
出
期
間　

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
…
8
月
11
日（
月
）〜
22

日（
金
）

・
右
記
以
外
…
8
月
11
日（
月
）〜

29
日（
金
）

▽
提
出
先　

社
会
福
祉
課（
ウ
ェ

ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
の
隣
）ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
係

【
児
童
扶
養
手
当
･
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
児
童
扶
養
手
当　

父
母
の
離
婚

な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
共
に
で
き
な
い
18
歳
未
満
の

児
童（
20
歳
未
満
で
心
身
に
中

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童
を

含
む
）を
養
育
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当　

20
歳
未

満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方（
所
得
制
限
あ
り
）

※
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外

【
障
害
児
福
祉
手
当
･
特
別
障
害

者
手
当
･
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

介
護
手
当
の
支
給
対
象
者
】

◆
障
害
児
福
祉
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
方

◆
特
別
障
害
者
手
当　

日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な

最
重
度
の
障
害
者
で
20
歳
以
上

の
在
宅
の
方

◆
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手

当　

65
歳
未
満
の
重
度
障
害
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
お
り
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
市
民
税
非
課

税
世
帯

の
方

※
施
設
に

入
所
ま

た
は
長

期
入
院

（
児
童
は
除
く
）し
て
い
る
方
は

対
象
外

※
支
給
対
象
と
な
る
に
は
障
害
の

程
度
、
所
得
制
限
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

・
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24

－

7
0
3
1

・
右
記
以
外
…
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係

　

☎
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－

7
0
3
3
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　
お
客
さ
ん
と
店
主
と
の
信
頼
関
係
に「
価
格
以
上
の
価

値
」が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
仲
間
と
共
に
地
元
商
店
街
を
盛

り
上
げ
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

西に
し

村む
ら　

英え
い

治じ

さ
ん（
38
歳
）日
高
町
日
置

個
性
的
な
店
主
の
魅
力
を
生
か
し
て

ま
ち
を
活
性
化
し
た
い
！

　

店
主
が
講
師
と
な
り
、
受
講
者

（
お
客
さ
ん
）に
各
店
の
専
門
知
識

を
教
え
た
り
、
実
技
体
験
を
提
供

す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」。

ま
ち
を
活
性
化
す
る
た
め
、
第
5

回
ま
ち
ゼ
ミ「
と
く
ま
る
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」の
実
行
委
員
長
を
務
め
る

の
が
、
西
村
英
治
さ
ん
で
す
。

「
価
格
競
争
」か
ら
の
脱
却

　

大
阪
で
飲
食
店
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
勤
め
て
い
た
西
村
さ
ん
。
家
業

の
新
聞
販
売
店
を
継
ぐ
た
め
、
8

年
前
に
豊
岡
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
大
阪
で
は
、
価
格
競
争
は
激

し
か
っ
た
が
、
人
口
が
多
い
の
で

集
客
に
奔
走
で
き
た
。
し
か
し
、

豊
岡
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
商
売
し
て
い
た
ら
、
売

り
上
げ
が
落
ち
る
こ
と
は
目
に
見

て
い
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま

す
。
ま
た
、
同
世
代
の
経
営
者
と

は「
価
格
競
争
で
は
大
手
に
勝
て

な
い
。
地
元
商
店
街
が
衰
退
し
て

い
く
」と
い
っ
た
危
機
感
を
共
有

し
て
い
ま
し
た
。

　

3
年
前
、
江
原
駅
周
辺
地
域
活

性
化
促
進
委
員
会
で
、
ま
ち
の
強

み
や
弱
み
を
分
析
。
当
時
、
価
格

競
争
か
ら
脱
却
で
き
る
最
後
の
手

段
と
い
わ
れ
て
い
た「
ま
ち
ゼ
ミ
」

で
、
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組
む

 ▲第３回から実行委員長として活躍 ▲講座の内容をまとめたチラシ

▲まちゼミではプロの技を伝授

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

店
主
の
魅
力
で
勝
負「
ま
ち
ゼ
ミ
」

　
「
お
客
さ
ん
に
は
満
足
を
、
店

舗
に
は
新
規
顧
客
を
、
ま
ち
に
は

に
ぎ
わ
い
を
生
む
取
組
み
」ま
ち

ゼ
ミ
。
店
舗
の
特
徴
や
店
主
の
人

柄
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
、
お
客

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す
。
店

舗
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
ま
ち
ゼ
ミ
を
開
催

し
て
以
降
、
約
半
年
置
き
に
定
期

的
に
開
催
。
こ
れ
ま
で
に
、
割
烹

料
理
店
は「
巻
き
ず
し
」、
布
団
店

は「
座
布
団
」、
仏
具
店
は「
お
香
」

の
作
り
方
講
座
な
ど
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。「
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
や
店
主
の
熱
意
と
行
動
力
に

感
謝
し
て
い
る
」と
西
村
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

第
5
回
の
開
催
は
、
8
月
18
日

か
ら
9
月
20
日
ま
で
、
日
高
地
域

を
中
心
に
23
店
舗（
7
月
3
日
現

在
）が
参
加
。「
今
回
は
店
主
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
用
意

し
て
い
る
。
説
明
が
苦
手
な
店
主

は
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
い
ま
す
。

横
の
つ
な
が
り
で「
気
付
き
」

　

ま
ち
ゼ
ミ
の
開
催
前
に
は
、
店

主
が
集
ま
り「
ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ

会
議
」を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
講
座
内
容
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し
合

い
ま
す
。
西
村
さ
ん
は「
普
段
は

忙
し
く
て
自
身
の
店
舗
を
客
観
的

に
見
つ
め
る
余
裕
が
な
い
。
他
の

店
主
か
ら
客
観
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
、
自
身
の
店
舗
の
魅
力

に
気
付
く
こ
と
も
で
き
る
」と
店

主
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
と
の「
信
頼
関
係
」

　

地
元
商
店
街
を
活
性
化
す
る
に

は「
お
客
さ
ん
と
店
主
が
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
。
ま
ち
ゼ

ミ
は
お
客
さ
ん
が
店
舗
を
訪
れ
、

店
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
」と

語
る
西
村
さ
ん
。「
お
客
さ
ん
か
ら

礼
状
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
口
コ
ミ

で
店
舗
の
評
判
を
広
げ
た
い
」と

店
舗
ご
と
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
豊
岡
全
域
が
個
性
的
な
店
舗

で
ま
ち
を
元
気
に
で
き
れ
ば
」と

将
来
を
見
据
え
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
取
組
み
を
通
し
て
、
一
致

団
結
し
て
地
元
の
活
性
化
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。
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7
月
1
日
、
竹
野
浜
で
竹
野
海
岸
海
開
き

（
主
催
・
た
け
の
観
光
協
会
）が
開
催
さ
れ
、
約

2
0
0
人
の
関
係
者
が
海
開
き
の
神
事「
海
水
浴

安
全
祈
願
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
グ

ル
ー
プ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
但
馬
漁
業
協

同
組
合
の
協
力
で
実
施
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の

放
流
で
は
、
竹
野
小
学
校
の
児
童
と
竹
野
認
定
こ

ど
も
園
の
園
児
約
90
人
が
参
加
。
バ
ケ
ツ
に
小
分

け
さ
れ
た
約
7
0
0
匹
を「
バ
イ
バ
イ
。
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
お
い
で
」と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

海
に
放
し
ま
し
た
。

　

6
月
29
日
、
道
の
駅
神
鍋
高
原
で
、
神
鍋
特
産

の
キ
ャ
ベ
ツ
を
Ｐ
Ｒ
す
る「
第
6
回
神
鍋
高
原
＆

殿
さ
ん
そ
ば
合
同
キ
ャ
ベ
ツ
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
目
玉「
早
食
い
競
争
」で
は
、
1
㎏
以

上
も
あ
る
キ
ャ
ベ
ツ
を
丸
か
じ
り
し
、
5
分
間
で

ど
れ
だ
け
食
べ
ら
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た（
子
ど
も

の
部
は
千
切
り
2
0
0
ｇ
）。
参
加
者
は
、
し
っ
か

り
と
身
が
詰
ま
り
歯
ご
た
え
の
あ
る
神
鍋
の
キ
ャ

ベ
ツ
に
、
必
死
の
形
相
で
か
ぶ
り
つ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
部
で
優
勝
し
た
谷
口
倖こ
う

盟め
い

君（
清
滝

小
6
年
）は「
途
中
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
甘
く
て
お

い
し
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹
野
海
岸
海
開
き

 

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
!!　

第
６
回
神
鍋
高
原
＆
殿
さ
ん
そ
ば
合
同
キ
ャ
ベ
ツ
ま
つ
り

盛
り
上
が
る
早
食
い
競
争

旬
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
ま
る
か
じ
り
！

▲海水浴を楽しむ園児ら

▲キャベツをイメージした装いで競争に挑む参加者も

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歌
と
踊
り
を
引
き
継
ぎ
た
い

神
鍋
民
謡
保
存
会（
日
高
）

　

全
国
的
に
民
謡
ブ
ー
ム
だ
っ
た

昭
和
43
年
、
神
鍋
民
謡
保
存
会
は
、

地
域
に
伝
わ
る
民
謡「
そ
う
だ
ろ

節
・
ヤ
チ
ャ
踊
」（
昭
和
52
年
に

旧
日
高
町
の
無
形

文
化
財
に
指
定
）を

保
存
・
伝
承
す
る

た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
の

世
話
役
は
約
30
人
。

清
滝
・
西
気
地
区

の
方
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
そ

う
だ
ろ
節
は
、
時

に
は
流
血
を
伴
っ

た
神
鍋
山
な
ど
の

所
有
権
争
い
の
解

決
を
祝
っ
た
席
で
、

歌
い
出
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
結
婚

式
な
ど
の
祝
宴
や
盆
踊
り
な
ど
で

歌
わ
れ
、
昭
和
25
年
に
踊
り
が
振

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ

チ
ャ
踊
は
、
地
域
の
盆
踊
り
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
だ
ろ
節
な
ど
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
保
存
会
は

地
元
の
祭
り
や
文
化
祭
、
盆
踊
り

な
ど
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
小
・
中
学
校
か

ら
依
頼
を
受
け
て
、
踊
り
な
ど
の

郷
土
学
習
や
、
太
鼓
・
笛
・

三
味
線
の
和
楽
器
演
奏
体

験
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
高た

か

田た

寿と
し

昭あ
き

さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
の
体
に
染
み

込
ん
で
く
れ
れ
ば
、
伝
承

に
つ
な
が
る
。
子
ど
も
た

ち
が
一
生
懸
命
踊
っ
た
り

歌
っ
た
り
す
る
姿
を
見
る

と
元
気
を
も
ら
え
る
」と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　

後
継
者
育
成
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
高
田
さ
ん
。

「
一
時
は
、
観
光
産
業
な
ど

で
忙
し
く
て
、
大
勢
で
そ

ろ
っ
て
歌
や
踊
り
を
楽
し

む
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

が
、
地
域
の
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
活
動
を
続
け

ら
れ
る
」と
話
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
に
と
っ
て
は
、
昔
か

ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
歌
と
踊
り
。

「
人
間
生
活
の
証
と
し
て
、
伝
承

の
輪
が
広
が
れ
ば
」と
意
気
込
み

ま
す
。

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています
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「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、環

境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事
業
に

取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
環
境
経
済
係
☎
23 

－ 
４
４
８
０

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

た
く
み
工
芸（
寺
内
卓
己
）（
出
石
町
魚
屋
）

〜
皮か

わ

籐と
う

の
再
利
用
に
よ
る
籐
か
ご
な
ど
の
製
造
〜

企業紹
介

○45

　

7
月
6
日
、
豊
岡
稽
古
堂
1
階

で
、
第
6
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ

6
2
4
人
の
方
が
、
46
の
事
業
者
か

ら
提
供
い
た
だ
い
た
環
境
賞
品
、
地

産
賞
品
な
ど
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
11
月
と
平
成
27
年
3
月

（
最
終
回
）に
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
持
ち
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

の
2
回
の
抽
選
会
が
終
わ
る
と
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
環
境
行

動
は
、
電
気
使
用
量
の
前
年
同
月
比

の
マ
イ
ナ
ス
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
商

品
の
購
入
、
環
境
経
済
認
定
事
業
商

品
の
購
入
な
ど
32
項
目
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
引
き
換
え
は
、
エ

コ
バ
レ
ー
推
進
課
、
各
支
所
、
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
協
力
店（
株
式
会
社

ガ
ン
ピ
ー
本
店
、
池
屋
、
二
方
蒲

鉾
株
式
会
社
、
豊
岡
駅
通
商
店
街

振
興
組
合
事
務
所
な
ど
）、
抽
選

会
場
で
行
え
ま
す
。

　
環
境
に
良
い
行
動
を
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
を
た
め
、
市
内
事
業
所
の
素
敵

な
賞
品
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、環
境
行
動
の
成
果
が

形
と
な
っ
て
表
れ
、実
感
で
き
る

仕
組
み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
会
や
賞
品
な
ど
の
情
報
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

－

4
4
8
0

第
６
回
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
！▲何色が出るかな…！

▲幼稚園バスケット

▲皮籐バッグ

▲どんな賞品を選ぶか悩みます

―
寺
内
さ
ん
が
杞き

柳り
ゅ
う

細ざ
い

工く
（
柳

や
な
ぎ

行ご
う

李り

や
籐
か
ご
な
ど
の
細
工
物
）の

職
人
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

寺
内
家
は
杞
柳
細
工
職
人
の
家

系
で
、
私
で
三
代
目
で
す
。
家
業

で
す
の
で
、
親
の
跡
を
継
い
で
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

最
初
は
豊
岡
に
作
業
場
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
観
光
地
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
後
年
出
石
に
転
居
し

て
店
を
開
き
ま
し
た
。

―
伝
統
工
芸
を
取
り
巻
く
環
境
は
？

　

今
で
は
、
豊
岡
の
杞
柳
細
工
も

有
名
に
な
り
、
生
産
者
が
直
接
デ
パ

ー
ト
な
ど
で
直
売
し
て
利
益
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
昔

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
っ
た
商
品
が
思
う
よ
う
な
値

段
で
売
れ
ず
、
多
く
の
職
人
が
廃

業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、
苦

し
い
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
諦
め
ず
に
良
い
も
の
を
作
り

続
け
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
脚
光

を
浴
び
、
今
で
は
バ
ッ
ク
オ
ー
ダ

ー
も
抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
環
境
効
果
は
？

　

環
境
経
済
事
業
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
の
は
、
杞
柳
細
工
の
中

で
も
、
皮
籐
を
使
っ
た
籐
か
ご
な

ど
の
製
造
で
す
。

　

皮
籐
と
は
、
植
物
の
籐
の
皮
の

こ
と
で
す
が
、
国
内
で
は
ほ
と
ん

ど
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
海
外

で
も
近
年
輸
出
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
場
に
材
料
が
出
回
ら
な
い
た

め
、
卸
問
屋
な
ど
で
廃
棄
す
る
予

定
の
籐
の
む
し
ろ
を
譲
り
受
け
、

解
体
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て

廃
棄
物
量
の
抑
制
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
端
材
と
な
っ
た
皮
籐
も

燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
み
が
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
。

―
今
後
の
展
開
は
？

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
多
く
の
お
客

さ
ん
か
ら
注
文
を
い
た
だ
き
、
人

手
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。

　

若
い
職
人
を
育
て
る
目
的
も
あ

り
、
3
人
の
女
性
を
雇
っ
て
仕
事

を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
彼
女
た
ち
が
職
人
と
し
て

独
り
立
ち
し
、
若
い
職
人
を
育
て

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
豊
岡
の
杞
柳
細
工

の
知
名
度
向
上
と
、
そ
れ
を
支
え

る
職
人
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
52

－

3
2
0
8
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介
護
保
険
の
保
険
料
額
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保

険
料
の
負
担
が
生
活
の
維
持
に
支

障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の

ほ
か
、
災
害
や
不
慮
の
事
故
な
ど

に
対
す
る
減
免
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
減
免
に
は「
申
請
」が

必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
場

合
や
制
度
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
の
可
否
は
、
資
産

調
査
な
ど
の
結
果
に
基
づ
き
、
市

の
基
準
で
決
定
し
ま
す
。

　

保
険
料
段
階
が
第
１
段
階（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第

４
段
階
の
方
で
、
次
の
①
〜
③
の

全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
、
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
医
療

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い

な
い

②
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る（
資
産
に
は
預
貯
金
、

土
地
家
屋
、
返
戻
金
の
あ
る
保

険
等
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
な

ど
を
含
む
）

③
前
年
の
収
入
が
、
下
表
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る

　

次
の
❶
か
ら
❸
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

❶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い
か
、

一
定
額
以
下
の
方

・
災
害
で
、
住
宅
、
家
財
な
ど
の

財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害
を

受
け
た

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
心
身

に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
も
し

く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ
と
で
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

で
著
し
く
減
少
し
た

・
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

不
作
な
ど
で
著
し
く
減
少
し
た

❷
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

❸
刑
事
施
設
、
労
役
場
、
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
１
カ
月

以
上
拘
禁
さ
れ
た
方

　

65
歳
以
上
の
方
は

１
号
被
保
険
者
と
し

て
、
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
医
療
保
険
加

入
者
は
第
２
号
被
保

険
者
と
し
て
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
法
令
で
定
め
る
施
設

に
入
所
・
入
院
し
、
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。
左
の

施
設
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
介
護
保

険
係
☎
24

－

2
4
0
1

介
護
保
険
の
適
用
除
外
に
つ
い
て

そ
の
他
の
減
免

低
所
得
者
減
免

介
護
保
険
料
の
減
免
　
要
申
請

＜　対　象　施　設　＞
（介護保険法施行法第11条に規定する施設）

１　障害者総合支援法に規定する指定障害者支援施設
※生活介護および施設入所支援を受けている障害者に限る

２　障害者総合支援法に規定する障害者支援施設
※身体障害者福祉法の規定により生活介護を行う施設に入所し
ている障害者または知的障害者福祉法の規定により入所して
いる障害者に限る

３　児童福祉法に規定する医療型障害児入所施設 
４　児童福祉法に規定する厚生労働大臣が指定する医療機関 
５　のぞみの園法に規定する福祉施設 
６　国立および国立以外のハンセン病療養所等
７　生活保護法に規定する救護施設
８　労災特別介護施設
９　障害者総合支援法に規定する指定障害福祉サービス事業者の施設

※療養介護を行う施設に限る

《③の要件》
対象（保険料段階別） 収入金額 減免額

第１段階
第２段階

単身世帯 減免申請者の年間収入金額が60万円以下

10分の６を減免世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入金額
の合計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

第３段階
第４段階

単身世帯 減免申請者の年間収入金額が60万円以下

10分の７を減免世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入金額
の合計が60万円＋30万円×（世帯員の人数－１）以下

単身世帯 減免申請者の年間収入金額が120万円以下

10分の４を減免世帯員が２人
以上の世帯

減免申請者の属する世帯の全ての世帯員の年間収入金額
の合計が120万円＋60万円×（世帯員の人数－１）以下
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全
国
高
校
総
体
・
全
国
高
等
学
校

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
出
場

■
1
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
▽
丸
本
佳か

な

苗え

　

6
月
22
日
に
京
都
市
で
行
わ
れ

た
第
67
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
の
近
畿
地
区

予
選
会
、
女
子
1
0
0
m
ハ
ー
ド

ル
に
豊
岡
高
等
学
校
の
丸
本
さ
ん

が
出
場
。
追
い
風
参
考
な
が
ら
自

己
最
高
の
14
秒
15
を
マ
ー
ク
し
5

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
7
月

30
日
か
ら
山
梨
県
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第
52
回
近
畿
高
等
学
校
剣
道
大
会
出
場

　

豊
岡
高
等
学
校
剣
道
部
は
、
6

月
7
日
開
催
の
県
大
会
で
女
子
団

体
ベ
ス
ト
8
と
な
り
、
創
部
初
の

近
畿
大
会
出
場
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
優
秀
選
手﹇
10
人
﹈に

山
本
未み

央お

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
環
境
保
全
功
労
者
等

 

環
境
大
臣
表
彰

○
地
域
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

▽
日く
さ

下か

部べ

昌
男（
千
代
田
町
）

行
政
相
談
委
員
表
彰

○
兵
庫
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝

　
状

▽
堀
田
晃こ
う

一い
ち

郎ろ
う（

城
崎
町
湯
島
）

全
国
高
校
総
体
・
全
国
高
等
学
校

 

な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
出
場

　

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
等
学
校

な
ぎ
な
た
部
が
、
6
月
1
日
に
開

催
さ
れ
た
県
高

校
総
体
・
県
高

校
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会
の
、

団
体
の
部
で
優

勝
。
演
技
競
技
、

個
人
の
部
で
も

各
2
位
と
な
り
、
次
の
選
手
が
県

代
表
と
し
て
全
国
大
会
＊
に
出
場

し
ま
す
。

■
団
体
の
部
▽
濵は
ま

田だ

沙さ

希き

・
太
田

祥さ
ち

恵え

・
坂
田
貴き

愛え

・
中
田
朱し
ゅ

莉り

（
3
年
）久
保
田
瞳ひ
と
み

・
安
田
歩あ
ゆ

実み

・
中
村
正ま
さ

子こ（
2
年
）

■
演
技
競
技
▽
中
村
・
太
田
組　

■
個
人
の
部
▽
久
保
田
瞳

　

＊
第
26
回
全
国
高
校
総
体
・
第

53
回
全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会（
8
月
2
〜
4
日
、　

東

京
都
足
立
区
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

◆日　時　９月24日（水）午後７時～（開場：午後
６時30分）

◆場　所　出石永楽館（出石町柳）
◆料　金　全席指定　前売り3,500円
　　　　　　　　　　（当日4,000円）
◆チケット取扱所
　出石永楽館、市民会館、豊岡市民プラザ
◆チケット販売日
　７月26日（土）午前９時30分～
◆演目、出演者とあらすじ
○萩

はぎ
大
だい
名
みょう
…大　　名　茂山千

せん
五
ご
郎
ろう

　　　　　太郎冠者　井口竜
たつ

也
や

　　　　　庭の亭主　茂山あきら
　見事に咲いた萩を見物に出かけた大名は、促

うなが

されて助っ人の太郎冠者と事前に練習した萩の
句を詠

よ
むが、間違ってばかり。太郎冠者もあき

れてしまい、その場からいなくなってしまい…

○文
ふみ
　荷

にない
…主　　　　茂山あきら

　　　　　太郎冠者　茂山宗
もと

彦
ひこ

　　　　　次郎冠者　茂山逸
いっ

平
ぺい

　主人から恋文を持たされた太郎冠者と次郎冠
者が竹に結び付けて担

かつ
いでいくうちに恋文を読

もうと争い、ついには破ってしまい…
★出石永楽館初の兄弟出演

○今
いま
際
は
の淵
ふち
…男　甲　茂山正

まさ
邦
くに

　　　　　　男　乙　丸石やすし
　　　　　　女　　　茂山童

どう
司
じ

（新作狂言　作・演出　茂山童司）
　借金でクビが回らなくなった男と、仕事に精
を出しすぎて嫁に逃げられた男が死のうとして
やってきた崖で出会い、お互いの境遇を話し合
ううちに意気投合し…
《問合せ》　出石永楽館☎52－5300　
　　　　　文化振興課☎23－1160

～この秋、出石永楽館で大笑い、ワッハッハッハ‼～
永楽館  茂

し げ

山
やま

狂言会

茂山宗彦さん 茂山逸平さん

｢萩大名｣茂山千五郎さん

おわび　６月25日号広報25ページの「すくすく日記」中、濱崎旬ちゃんの生年月日に誤りがありました。正しくは「平成25年6月5日生」でした。謹んでおわびし、訂正します。
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催
　
し

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ
問
☎
24

－

３
０
０
０

○
神
戸
大
学
児
童
文
化
研
究
会

豊
岡
公
演『
お
い
で
、
お
い
で
、

観
に
お
い
で
』

日
8
月
21
日（
木
）

①
人
形
劇「
だ
れ
の
だ
ろ
う
?
」　

（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
）

②
児
童
劇「
ま
お
う
を
や
っ
つ
け

ろ
」（
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

料
無
料〔
1
歳
以
上
の
方
は
入
場
整

理
券（
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、各
子

育
て
セ
ン
タ
ー
、市
民
会
館
、ひ
ぼ

こ
ホ
ー
ル
、図
書
館
本
館
な
ど
で

配
布
）が
必
要
〕

問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ま
た
は
子
育
て

総
合
セ
ン
タ
ー
☎
24

4
6
0
4

○
第
1
1
7
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
8
月
10
日（
日
）午
後
0
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

内
ギ
タ
ー
・
尺
八
・
大
正
琴
の
演
奏

出
演
シ
ニ
ア
・
カ
ラ
ー
ズ

演
奏
曲
目
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い

く
・
愛
の
ロ
マ
ン
ス
ほ
か

※
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者

募
集
中

○『
祈
り

1
9
4
5
』平
和
を
願

う
朗
読
劇
･
豊
岡
2
0
1
4

日
8
月
9
日（
土
）午
後
2
時
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

内
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆

の
記
録
か
ら
、
手
記
や
詩
歌
を

構
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
台
本
の

朗
読
劇

※『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆

写
真
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展
』

も
同
時
開
催

料
一
般
5
0
0
円（
当
日
2
0
0

円
増
し
）、
高
校
生
以
下
無
料

（
無
料
入
場
券
が
必
要
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

市
民
会
館
、図
書
館
本
館
、城
崎・

竹
野
・
日
高
地
区
公
民
館
、
ひ

ぼ
こ
ホ
ー
ル
で
購
入
で
き
ま
す
。

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

 

お
知
ら
せ
申
問
☎
24

－

４
６
０
４

○
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

日
8
月
31
日（
日
）午
前
10
時
〜
11

時
15
分

所
し
ば
っ
こ
広
場（
ア
イ
テ
ィ
7

階
）雨
天
時
は
室
内
に
変
更（
大

手
町
）

対
乳
幼
児
と
父
親　

※
母
親
だ
け
、

き
ょ
う
だ
い
大
歓
迎

内
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
水
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

持
子
ど
も
：
水
着
、
サ
ン
ダ
ル
、

帽
子
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶
・

保
護
者
：
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、

サ
ン
ダ
ル
、
帽
子
※
親
子
と
も

着
替
え
を
持
参
く
だ
さ
い

○
食
育
講
座
Ⅲ　

栄
養
の
は
な
し

日
9
月
5
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練
習
室

対
子
育
て
中
の
保
護
者

定
20
人（
一
時
保
育
15
人
）

内
今
日
か
ら
調
理
が
楽
し
く
な
る

話
、
食
育
の
話
Q
&
A

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

講
師
管
理
栄
養
士　

田
中
香
代
子

さ
ん

申
期
8
月
25
日（
月
）〜

わ
ら
べ
う
た
１
日
講
座

日
8
月
20
日（
水
）

　
①
講
義
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

②
実
践
：
午
後
1
時
〜
3
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚・

講
演
室（
京
町
）

講
師
大
阪
わ
ら
べ
う
た
音
楽
教
育

研
究
会
会
員　

大
辻
資も

と

子こ

さ
ん

対
子
育
て
中
の
方
、
読
み
聞
か
せ

活
動
や
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ

て
い
る
方

内
わ
ら
べ
う
た
の
理
論
と
実
践
に

つ
い
て

定
60
人（
①
②
と
も
に
参
加
で
き

る
方
を
優
先
）

申
期
8
月
4
日（
月
）〜
17
日（
日
）

※
一
時
保
育
希
望
者
は
8
月
10
日

（
日
）ま
で

他
動
き
や
す
い
服
装
で

　

参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

お知らせ　７月10日号16ページの｢８月の主な相談｣にある、15日（金）の｢結婚相談｣を22日（金）に変更します。なお、時間と場所に変更はありません。
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夢
但
馬
２
０
１
４

加
陽
湿
地「
水
辺
ま
つ
り
」

日
8
月
3
日（
日
）午
前
7
時
30
分

〜
11
時

所
加
陽
湿
地
、
出
石
川
河
川
敷

内
三
世
代
交
流
早
起
き
ラ
ジ
オ
体

操
、
生
き
も
の
調
査
、
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
競
争
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
、牛
と
の
触
れ
合
い
、軽
ト
ラ

市
、
う
ま
い
も
ん
バ
ザ
ー
、
パ

ネ
ル
展
示（
国
土
交
通
省
）ほ
か

問
加
陽
地
区
づ
く
り
委
員
会（
中

筋
地
区
公
民
館
内
）

　
☎
23

3
7
4
6
ま
た
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
共
生
課
☎
21

9
0
1
7

真
夏
の
南
極
展

日
8
月
4
日（
月
）〜
31
日（
日
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は

午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
：
水
曜
日

所
植
村
直
己
冒
険
館（
日
高
町
伊

府
）

協
力
国
立
極
地
研
究
所
　
南
極
・

北
極
科
学
館

展
示
内
容

①
衣
装（
夏
服
、
羽
毛
服
な
ど
）

②
装
備
品（
コ
ン
パ
ス
、
風
速
計
、

ト
イ
レ
な
ど
）

③
南
極
隕
石

④
第
53
次
隊
観
測
活
動
写
真

⑤
第
53
次
隊
観
測
活
動
映
像
、
極

地
研
D
V
D「
白

い
大
陸
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」

⑥
南
極
の
氷
　
な
ど

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
昭
和
基
地
と
話
そ
う（
電
話
交

信
）

日
8
月
10
日（
日
）午
後
3
時
〜
4

時
②
南
極
講
座「
植
村
直
己
の
夢
と

南
極
」

日
8
月
23
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

定
50
人

申
問
生
涯
学
習
課

　
☎
23

0
3
4
1

　
メshougaigakushuu@

city.
 

toyooka.lg.jp

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
に

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が

や
っ
て
く
る
！

日
8
月
17
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
3
時

所
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館（
日
高

町
祢
布
）

内
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館

の
移
動
博
物
館
車
で
、
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
や
丹
波
竜
の
レ
プ

リ
カ
な
ど
、
多
く
の
化
石
が
や

っ
て
き
ま
す
。
体
験
教
室「
化

石
の
レ
プ
リ
カ
を

作
ろ
う
!
」　（
午

前
10
時
〜
午
後
4

時
）も
行
い
ま
す
。

料
無
料（
レ
プ
リ
カ
作
り
は
1
個

1
0
0
円
）

問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　
☎
42

6
1
1
1

豊
岡
室
内
合
奏
団
演
奏
会
2
0
1
4

日
8
月
31
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

（
出
石
町
水む
な

上が
い

）

曲
目
ビ
ゼ
ー
作
曲「
ア
ル
ル
の
女

第
1
組
曲
・
第
2
組
曲
」、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲「
交
響
曲
第

35
番
」ほ
か

問
豊
岡
室
内
合
奏
団
　
籏は
た

谷や

徹て
つ

志し

さ
ん
☎
52

4
4
9
7

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」

日
9
月
20
日（
土
）午
後
6
時
30
分

〜
所
市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

料
指
定
席
3
千
円
、自
由
席
2
5
0 

0
円
、高
校
生
以
下
1
5
0
0
円

（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

問
実
行
委
員
会
事
務
局
　
森
さ
ん

☎
20

8
5
6
0（
ハ
チ
ゴ
ロ

ウ
の
戸
島
湿
地
）

但
馬
ド
ー
ム
の
催
し

○
8
月
の
展
示

日
8
月
21
日（
木
）ま
で

所
セ
ン
タ
ー
棟
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
勤
労
福

祉
協
会
50
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展

○
但
馬
ド
ー
ム
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム「
昔
の
人
々
の
く
ら
し
と

道
具
」

日
8
月
1
日（
金
）〜
31
日（
日
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

所
ド
ー
ム
棟
　
2
階

展
望
デ
ッ
キ（
日

高
町
名
色
）

内
神
鍋
ス
キ
ー
場
写

真
・
パ
ネ
ル
、当
時
使
わ
れ
て
い

た
生
活
・
農
機
具
な
ど
を
展
示

問
兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
☎
45

1
9
0
0

「
ら
ん
ま
先
生
」サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

日
8
月
16
日（
土
）午
後
1
時
〜

所
市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル

内
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
E
C
O
実
験

パ
フ
ォ
ー
マ
ー「
ら
ん
ま
先
生
」

に
よ
る
、
環
境
を
親
子
で
考
え

て
も
ら
う
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
シ

ョ
ー

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
同
時
開
催

申
問
但
馬
信
用
金
庫
総
合
企
画
部

　
☎
23

1
2
0
0
、
各
支
店



広報とよおか　2014.7.2523

美
と
技
の
す
ぐ
れ
も
の
‼

と
よ
お
か
の
染
型
紙

日
8
月
12
日（
火
）〜
19
日（
火
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

内
精
緻
な
型
彫
り
の
技
術
と
集
中

力
に
職
人
の
魂
が
感
じ
ら
れ
る

藍
染
用
の
型
紙（
江
戸
〜
大
正

時
代
）を
展
示

所
豊
岡
稽
古
堂
　
3
階（
中
央
町
）

問
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
26

0
0
3
3

第
47
回
文
教
府
夏
期
大
学

日
8
月
30
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時
50
分

所
市
民
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

内「
い
の
ち
の
感
受
性
」・
作
家
、

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
　
落
合

恵
子
さ
ん
▽「
エ
ジ
プ
ト
文
明

か
ら
み
た
地
球
環
境
」・
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授（
工
学
博
士
）

吉
村
作さ
く

治じ

さ
ん

料
1
5
0
0
円

問
但
馬
文
教
府
☎
22

4
4
0
7

「
市
伝
統
芸
能
伝
承
事
業
」

豊
岡
盆
お
ど
り
大
会

　
地
元
に
古
く
か
ら

伝
わ
る「
べ
ろ
べ
ろ
節
」や

「
松
坂
節
」を
、
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
内
8
月
14
日（
木
）午
後
7
時
〜

盆
踊
り
、
8
時
30
分
〜
子
ど
も

へ
の
お
菓
子
配
り
▽
8
月
15
日

（
金
）午
後
7
時
〜
盆
踊
り
、
8

時
20
分
〜
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

所
市
役
所
前
市
民
広
場

■
盆
踊
り
練
習
会

日
7
月
30
日（
水
）、8
月
8
日（
金
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

所
豊
岡
地
区
公
民
館
3
階（
立
野
町
）

申
問
豊
岡
盆
お
ど
り
大
会
実
行
委
員
長 

中
嶋
さ
ん
☎
22

2
7
1
5

募
　
集

「
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
で
行
く

豊
岡
市
民
号
」参
加
者
募
集

日
9
月
7
日（
日
）

行
程
豊
岡
駅
発（
午
前
9
時
30
分
）

↓
旬
鮮
魚
菜
れ
ん
が（
昼
食
）↓

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
基
地（
艦
艇

見
学
）↓
海
軍
記
念
館
↓
舞
鶴

港
と
れ
と
れ
セ
ン
タ
ー（
買
物
）

↓
豊
岡
駅
着（
午
後
5
時
4
分
）

※
時
間
は
目
安
で
す

料
一
人
5
4
0
0
円〔
往
復
運
賃
、

バ
ス
代
、
昼
食
代（
飲
物
代
は

別
料
金
）、
保
険
料
を
含
む
〕

※
子
ど
も
料
金
は
問
合
せ

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定
40
人

申
方
都
市
整
備
課
ま
た
は

各
支
所
の
窓
口
に
設
置

の
チ
ラ
シ
裏
に
必
要
事

項
記
入
し
申
込
み

申
期
8
月
25
日（
月
）

申
問
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

営
業
部

　
☎
0
7
7
2

22

8
5
7
1

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
利
用
者
募
集

日
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
竹
野
：
毎
週
木
曜（
午
前
）を
除
く

※
但
東
：
毎
週
火
曜（
午
前
）を
除
く

対
20
歳
以
上
の
市
民

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
チ
ェ
ス
ト
プ

レ
ス
、
レ
ッ
グ
プ
レ
ス
、
エ
ア

ロ
バ
イ
ク
な
ど

申
方
健
康
増
進
課
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

他
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
利
用
ご
と

に
50
ポ
イ
ン
ト
付
与

申
問
健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

　
☎
24

1
1
2
7

自衛官募集
募集種目 応募資格 試験日（一次） 申込期間
一般曹
候補生

18歳以上27歳未満の方

９月19日（金）・
20日（土）のうちの１日８月１日（金）～

９月９日（火）自衛官
候補生

女性 ９月25日（木）～
29日（月）のうちの１日

男性 申込み時に連絡 随時

航空学生 高等学校を卒業（見込み
含む）した21歳未満の方 9月23日（火・祝） ８月１日（金）～

９月９日（火）
※定員、申込方法など、詳細は問い合わせ
申 問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978

事前講習会日程（８～10月予定分）
※必ず受講してください（事前予約制）

会場 期日 時間 定員

竹野健康福祉
センター ９月24日（水）

10：00～
11：30

各３人
程度

但東健康福祉
センター

８月29日（金）、
10月31日（金）
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ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で
行
う

 
体
力
測
定
・
運
動
相
談

日
8
月
10
日（
日
）、9
月
7
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク

豊
岡（
立
野
町
）

対
20
歳
以
上
の
市
民

内
簡
単
な
体
力
測
定

（
握
力
、
俊
敏
性

等
）、
体
組
成
測
定（
体
脂
肪
率
、

筋
肉
量
、
骨
量
等
）、
運
動
相

談（
個
人
に
合
っ
た
運
動
メ
ニ

ュ
ー
の
提
案
）

定
50
人

申
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
総
合

　

受
付
窓
口
☎
24

0
5
8
2

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
10
回
イ
ベ
ン
ト

『
男
女
28
人
涼
風
恋
♥
物
語
』

参
加
者
募
集

日
8
月
23
日（
土
）午
後
6
時
〜
9
時

所
ペ
ン
シ
ョ
ン「
ポ
ム
ア
ン
ナ
」

（
日
高
町
太
田
）

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
こ
だ
わ
り
の
デ
ィ
ナ
ー
や
楽
し

い
企
画
で
交
流

料
男
性
3
6
0
0
円
、女
性
2
千
円

日
男
女
各
14
人

申
方
氏
名
、電
話
番
号
、住
所
、生

年
月
日
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
8
月
15
日（
金
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課
☎
23

2
5
7
3

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

「
光
る
泥
だ
ん
ご
」作
り
体
験

参
加
者
募
集

日
8
月
6
日（
水
）午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分（
実
際
の
作
業
60
分
）

所
豊
岡
市
エ
コ
ハ
ウ

ス（
城
崎
町
今
津
）

対
小
学
生

内
光
る
泥
だ
ん
ご
作
り

※
竹
小
舞
へ
の
荒
壁
土
の
塗
付
け

は
同
行
の
大
人
も
参
加
可

ス
タ
ッ
フ
但
馬
の
匠
を
育
て
る
会

定
10
人

※
事
前
申
込
み
必
要

他
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
。

　

雨
天
決
行（
屋
内
で
実
施
）

申
問
但
馬
の
匠
を
育
て
る
会

　
☎
0
8
0

1
5
2
8

0
8
6
6

夏
休
み
製
作
体
験

日
8
月
27
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
別
館（
赤
石
）

内
籐と

う

と
柳
を
使
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な

動
物
タ
オ
ル
ハ
ン
ガ
ー
ま
た
は

カ
ゴ
を
作
る

料
一
人
3
0
0
円

講
師
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ス

タ
ッ
フ

申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
8
月
25
日（
月
）

申
問
玄
武
洞
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎
23

3
8
2
1

　
Ｆ
24

0
9
1
3

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト

　

香
り
の
樹
木
・
宿
根
草
・
そ
の

他
の
草
花
を
30
本
以
上
用
い
た
、

街
区
・
近
郊
地
区
等
の「
み
ど
り

香
る
ま
ち
づ
く
り
」を
演
出
す
る

企
画
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件
・
方
法
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照

　
ホhttp://w

w
w
.env.go.jp/

　
air/akushu/m

idori_m
achi/

 
index.htm

l

問
水
・大
気
環
境
局
大
気
生
活
環
境

室
☎
03

5
5
2
1

8
2
9
9

講
座・
教
室

出
張
！
女
性
の
た
め
の

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

日
8
月
29
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練
習
室
A

テ
ー
マ
仕
事
を
始
め
た
ら
ど
う
な

る
?
私
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

講
師
藤
原
寛
子
さ
ん（
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
ほ
か
）

内
社
会
保
険
や
税
金
の
知
識
を
学

び
、
自
分
に
あ
っ
た
働
き
方
を

見
つ
け
る

対
再
就
職
等
を
目
指
す
女
性

定
8
人

申
期
8
月
4
日（
月
）〜
15
日（
金
）

申
方
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
一

時
保
育（
原
則
1
歳
半
以
上
の

幼
児
で
、
名
前
・
年
齢
・
性
別
）

の
要
否
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
連
絡

申
問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23

1
1
1
4

　
Ｆ
24

1
0
0
4
ま
た
は
子
育

て
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

4
6
0
4

　
Ｆ
24

4
7
4
0

日本電機工業会
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ス
マ
ー
ト
ア
ッ
プ
教
室

日
8
月
27
日
、
9
月
3
日
・
24
日
、

10
月
8
日
の
水
曜

日
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分（
全

4
回
コ
ー
ス
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

調
理

実
習
室（
立
野
町
）

内
健
康
講
話
、
調
理
実
習
、
運
動

実
技

対
お
お
む
ね
20
〜
74
歳
の
方
で
、

肥
満
や
健
診
結
果
が
気
に
な
り
、

生
活
改
善
し
た
い
方

定
20
人

申
期
8
月
4
日（
月
）〜
22
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

普
通
救
命
講
習
会

日
8
月
24
日（
日
）午
後

1
時
〜
4
時

所
城
崎
支
所　

2
階
城

崎
市
民
セ
ン
タ
ー

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

内
①
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

②
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
使
用
方
法
③
大
出
血

時
の
止
血
法
④
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る
所

定
の
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

申
期
8
月
20
日（
水
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　

☎
24

8
0
3
8

　
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
 

toyooka.lg.jp
　
ホhttp://119.city.toyooka.

 
lg.jp
秋
季　

生
き
活い

き
健
康
教
室

日
9
月
3
日（
水
）・
11
日（
木
）・

17
日（
水
）・
24
日（
水
）・
10
月

1
日（
水
）・
9
日（
木
）・
15
日

（
水
）・
22
日（
水
）午
後
7
時
30

分
〜
9
時〔
全
8
回
〕

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
な
ど（
日
高
町
名
色
）

対
定
減
量
を
目
的
と
す
る
18
歳
以

上
の
方
、
20
人
程
度

内
太
り
に
く
い
体
を
作
る
筋
力
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

講
師
但
馬
ド
ー
ム
指
導
員

料
3
千
円（
8
回
分
）　

※
希
望
者

の
み
保
険
料
別
途
必
要

申
方
持
参
、
電
話
、
Ｆ
、
メ

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
☎
45

1
9
0
0
Ｆ
45

1
9
0
1

　
メinfo@

tajim
adom

e.jp

酒
害
教
室

対
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い
方
、
お

　

酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　

☎
22

6
1
1
1

　
Ｆ
22

0
0
8
8

の
び
の
び
子
育
て
講
座

日
8
月
22
日（
金
）午
前
10
時
30
分

　

〜
11
時
15
分

所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園　

　

2
階　

子
育
て
支
援
室（
下
陰
）

対
主
に
2
〜
3
歳
児
の
保
護
者

講
師
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・

リ
ボ
ン
か
ら

申
期
8
月
1
日（
金
）〜

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　

☎
29

3
9
0
0

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
8
月
16
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

　

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A　
（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消

　

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

予
約
問
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
8
月
16
日（
土
）午
後
1
時
30
分

　

〜
4
時　

※
以
後
も
毎
月
第
3

　

土
曜
日
に
実
施
予
定

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

内
遺
言
・
相
続
な
ど
の
相
談

問
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

　
Ｆ
0
7
9

6
6
2

8
5
0
3

開催日程
日時 回 担当 テーマ 会場

８月７日（木）
15：30～16：30 第１回 川島啓

ひろ
嗣
つぐ アルコール依存症

とは？
公立豊岡病院
組合立豊岡病
院（戸牧）２階
元デイケアセ
ンター食堂

８月13日（水）
15：30～16：30 第２回 小林祐子 アルコール依存症

の治療と回復

８月18日（月）
15：30～16：30 第３回 田口久芳

アルコール依存症
者の心理と家族の
問題

８月25日（月）
15：30～17：00 第４回 吉岡隆

りゅう

一
いち「断酒回AA会員」

を囲んで
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制
　
度

耐
震
改
修
建
物
に
関
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た「
要
安

全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
等
」（
災

害
時
に
避
難
場
所

と
な
る
建
物
、
県

お
よ
び
市
の
耐
震

改
修
促
進
計
画
に

記
載
さ
れ
た
建
物

な
ど
）に
対
し
て
、

固
定
資
産
税
を
減

額
し
ま
す
。

○
減
額
対
象（
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
）

　

❶
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築

物
❷
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

建
築
物

○
減
額
要
件（
次
の
全
て
を
満
た

す
も
の
）

　

❶
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に

政
府
の
補
助
を
受
け
て
耐
震
改

修
が
行
わ
れ
た
家
屋
❷
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
家
屋

○
減
額
さ
れ
る
税
額

　
　

改
修
を
行
っ
た
家
屋
の
固
定

資
産
税
額
の
2
分
の
1（
た
だ

し
、
固
定
資
産
税
額
が
当
該
改

修
費
用
の
1
0
0
分
の
5
に
相

当
す
る
額
を
超
え
る
場
合
は
、当

該
改
修
費
用
の
1
0
0
分
の
5

に
相
当
す
る
額
の
2
分
の
1
）

○
減
額
期
間

　
　

改
修
工
事
完
了
年
の
翌
年
度

分
か
ら
2
年
度
分

○
減
額
手
続
き（
工
事
完
了
後
3
カ

月
以
内
に
次
の
書
類
を
提
出
）

　

❶
減
額
申
告
書
❷
工
事
代
金
領

収
証
書
❸
補
助
金
確
定
通
知
書

の
写
し
❹
耐
震
診
断
結
果
報
告

の
写
し
❺
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類　

申
問
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21

9
0
4
6　

ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

そ
の
他

児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当

の
4
〜
7
月
分
を

8
月
15
日（
金
）に

指
定
の
金
融
機
関

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
生
活
援
護
係

　

☎
24

7
0
3
1

高
温
・
多
湿
の
夏
場
が
危
険
！

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
か
ら
の出火

　

動
力
2
0
0
ボ
ル
ト（
V
）用
配

電
盤
に「
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
」

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
速
や

か
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

コ
ン
デ
ン
サ
で
あ
れ
ば
、
直
ち
に

使
用
を
停
止
し
、
電
気
工
事
店
に

取
り
換
え（
有
料
）を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
保
安
装
置
が
付
い
て
い

な
い
た
め
、
夏
場
の
高
温
・
多
湿

の
時
期
に
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

精
米
機
や
乾
燥
機
を
使
用
し
て

い
る
農
家
の
作
業
場
、
業
務
用
冷

蔵
庫
、
モ
ー
タ
ー
機
器
な
ど
を
使

用
し
て
い
る
店
舗
、
作
業
所
、
工

場
な
ど
の
2
0
0
V
用
配
電
盤
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

☎
24

1
1
1
9

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
全
国
共
通

イ
ベ
ン
ト
で
新
田
地
区
の

グ
ル
ー
プ
が
全
国
２
位
に
！

　

5
月
28
日
に
開
催
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
2
0
1
4
・
全
国
共

通
イ
ベン
ト「
ス
ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い
」

で
、
新
田
地
区
の「
仲
良
し
5
人

組
」（
代
表
・
浅
田　

等
さ
ん
）が
、

2
7
0
チ
ー
ム
中
、
見
事
全
国
第

2
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、O
E
S
ア
ク
ア
フ
オ
ー

コ
の「
チ
ー
ム
O
E
S
」が
第
5
位
、

但
馬
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
み
ち
草
の

「
み
ち
草
6
」が
第
6
位
、「
み
ち
草

7
」が
第
7
位
獲
得
。

　

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
X
大
会
で
は
、

7
0
3
チ
ー
ム
中「
J
u
m
p
消

防
」が
全
国
第
10
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
10
月
13
日
の
体
育
の

日
に
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

診
療
所
の
休
診

　

市
立
診
療
所
の
休
診
日
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
森
本
診
療
所
☎
48

0
0
0
1

写
真
下
の
二
つ
が
コ
ン
デ
ン
サ



広報とよおか　2014.7.2527
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

休
診
8
月
14
日（
木
）〜
15
日（
金
）

■
神
鍋
診
療
所
☎
45

0
0
0
3

休
診
8
月
14
日（
木
）〜
15
日（
金
）

■
資
母
診
療
所
☎
56

0
3
0
3

休
診
8
月
12
日（
火
）〜
15
日（
金
）

■
高
橋
診
療
所
☎
55

0
0
3
6

休
診
8
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

但
馬
地
域
就
職
面
接
会

2
0
1
4（
夏
の
陣
）

　

人
事
担
当
者
と
面
談
で
き
ま
す
。

日
8
月
8
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時（
受
付
開
始
：
12
時
〜
）

所
H
O
T
E
L 

Ｋコ
ー
シ
ョ
ー

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ（
日

高
町
土
居
1
5
6

4
）

対
大
学
生
等（
来

春
卒
業
予
定
者
、

3
年
以
内
大
学

等
既
卒
者
、U

タ
ー
ン
就
職
希
望
者
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡　

職
業
相

談
第
二
部
門

　

☎
23

3
1
0
1

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す

　

神
戸
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
よ
り
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
、

税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証

券
な
ど
を
返
還

し
て
い
ま
す
。

今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人

や
家
族
で
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
税
関
で
返
還
し
て
い
る
通
貨
・

 

証
券
な
ど

・
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
類

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
類
の
う
ち
、
そ
の
後
、
日

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
通
貨
：
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日

本
軍
軍
票
な
ど

※
証
券
類
：
国
債
、
公
社
債
、
郵

便
貯
金
簿
、
預
金
証
書
、
生
命

保
険
証
書
な
ど

問
神
戸
税
関
監
視
部
特
別
監
視
官

（
第
1
担
当
）

　
☎
0
7
8

3
3
3

3
1
2
2

人
権
擁
護
委
員
が決ま

り
ま
し
た

　

7
月
1
日
付
け
で
引
き
続
き
、

國こ
く

眼が
ん　

寛ひ
ろ
し

さ
ん（
日
高
地
域
）が
、

人
権
擁
護
委
員
に
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
16
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）に
つ
い
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係
☎
23

1
1
1
6

　

8
月
5
日（
火
）か
ら
9
月
19
日

（
金
）ま
で
、平
成
26
年
度
豊
岡
市
も

の
づ
く
り
企
業
等
支
援
補
助
金（
2

次
募
集
）申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
に
事
業
所
を
置

く
中
小
企
業
者
・
団
体（
個
人
を

含
む
）な
ど
。

　

た
だ
し
、
市
税
滞
納
者
、
反
社

会
的
勢
力
関
係
者
な
ど
を
除
き

ま
す
。

▽
事
業
期
間　

交
付
決
定
の
日　

 

（
10
月
中
旬
予
定
）〜
平
成
27
年

3
月
31
日（
期
間
外
の
経
費
は

補
助
金
対
象
外
）

※
④
は
申
請
書
提
出
日
〜
平
成
27

年
3
月
31
日

▽
申
込
方
法　
エコ
バ
レ
ー
推
進
課

に
あ
る
申
請
書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の
上
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

事
前
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
審
査　

提
出
書
類
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
審
査
し
ま
す
。

▽
補
助
金
の
交
付　

終
了
後（
特

に
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
進
捗

状
況
に
応
じ
、
7
割
ま
で
支
払

い
ま
す
）

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

4
4
8
0

豊
岡
市
も
の
づ
く
り
企
業
等
支
援
補
助
金
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

対象事業 ①新製品開発　新技術開発 ②新製品生産設備導入　新生産方法導入 ③起業　第二創業 ④展示会出展

対象経費
・調査研究費
・設計、加工費
・設備リース費 など

・設備購入費
・技術指導費
・事例調査費 など

・店舗設置費
・設備購入費
・市場調査費 など

・小間料
・ブース作成費
・交通費、宿泊費 など

補助率 補助対象経費× 1/2
環境経済認定事業（※）は補助対象経費× 2/3

補助金
上限額 300 万円 100 万円 100 万円 30 万円

〈対象事業・経費・補助率〉

※利益を追求する事業により環境が改善されるものとして、市から認定を受けている事業

〝
モ
ン
博
の
〞第
65
回
企
画
展

〝
県
歴
博
の
〞特
別
企
画
展

休
毎
週
水
曜
日

問
日
本・モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館（
但

東
町
中
山
）☎
56

1
0
0
0

休
毎
週
月
曜
日

問
県
立
歴
史
博
物
館（
姫
路
市
本
町
）

☎
0
7
9

2
8
8

9
0
1
1

駄
菓
子
屋 

縁
日 

な
つ
か

し
の
玩
具 

〜
10
月
7
日

こ
ど
も
の
科
学
◎
ふ
し
ぎ
玩
具
の

い
ま
・
む
か
し 

〜
8
月
31
日



－｢リサイクルブックフェア2014」のお知らせ－
　本館では、図書館で読み終えた本や雑誌、寄贈された本
を市民の皆さんに無料で提供します。さまざまな本がズラ
リと並びます。ぜひ、お越しください。
日　時：８月23日（土）・24日（日）　午前10時～午後３時

場　所：本館２階　視聴覚・講演室
対　象：図書館利用者カードをお持ちの方
その他：持ち帰り用の袋を用意してください。
　　　　(10冊まで持ち帰ることができます）

海の本
< 一 般 >

海底美術館
J.d　テイラー J.バクストン/著
（日経ナショナルジオグラフィック社）

　カリブ海の底に人や物の彫刻群があ
ります。彫刻はさまざまな海の生物が
すみつく事で、年月の経過とともにそ
の姿を変えていきます。海の水と光
のきらめきの中に写し出される幻想的
な世界を体験してみませんか。

< じ ど う >
うみのおまつり　どどんとせ
さとうわきこ／さく・え（福音館書店）

　気
き

持
も

ちよく晴
は

れた日に海の見える丘
おか

に登ったばばばあちゃんは、海
かい

岸
がん

に大
くじらが寝

ね

ていてみんなが困
こま

っている
という手

て

紙
がみ

を小
こ

鳥
とり

から受
う

け取
と

りました。
　ばばばあちゃんたちはくじらを起

お

こ
そうと浜

はま

でお祭
まつ

りをはじめます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

8月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

8月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせてください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室②　児

13：30～ 城崎 てづくり　まい・ぶっく教室　児

2 土
10：30～ 竹野 テーマであそぼ！（夏休み小学生工作教室）工作：昆虫のオブジェ　児
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：ふうりんづくり）　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

3 日 18：45～ 本館 図書館移転開館15周年記念事業①真夏の夜のちょっとこわいおはなし会　児
4 月 10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室①　児 中
5 火（休館日）

6 水

10：30～ 竹野 にじっこえほん　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン工作③（但東市民センター）　児

7 木 10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室②　児
13：30～ 本館 手作り絵本教室③　児

8 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室③　児

9 土

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：とびだすおばけ）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30～ 本館 としょかん映画会「ぼくたちと駐在さんの700日戦争」
（日本/2008/110分）　中 高 般

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

16：00～ 本館 図書館移転開館15周年記念事業②ぬいぐるみのとしょかん探検おとまり会　幼 児
10 日
11 月 10：30～ 竹野 点子ちゃんの点字教室②　児 中
12 火（休館日）
13 水 14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14 木 　
15 金 　
16 土
17 日
18 月 13：30～ 本館 夏休み子ども映画会｢日本の昔ばなし・因幡の白兎ほか｣（アニメ/69分）

｢ムーミン パペットアニメーション｣（アニメ/100分）　幼 児
19 火（休館日）

20 水
10：30～ 本館 わらべうた１日講座第１部：講義 第２部：実践（13：00～）　般
10：30～ 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
14：00～ いっしょにおはなし会　幼

21 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
13：30～ 本館 手作り絵本教室④　児

22 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室④　児

23 土
10：00～ 本館 リサイクルブックフェア（～24日15時まで）　般
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：ジャンプがえる）　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

24 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
25 月 13：30～ 竹野 夏休みおたのしみ会（竹野地区公民館）　幼 児
26 火（休館日）
27 水 14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼
13：30～ 本館 手作り絵本教室⑤　児

29 金（休館日）

30 土
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
13：30～ 本館 としょかん映画会「蒼天の夢｣（2000/日本/119分）　般
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

31 日
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8月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場　城崎スポーツ広場（城崎浄化センター屋上）

おでかけ広場　日高地区公民館　多目的ホール

そとあそび広場　但東子育てセンター外庭

絵本の読み聞かせ＆折り紙で遊ぼう

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

動くこどもの館号がやってくる

手遊び＆ふれあい遊びⅠ

おやこっこ運動遊び　しばっこ広場（アイティ７階）

そとあそび広場　出石支所裏玄関付近なかよし広場

日　時 27日（水）午後10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 体操、手遊び、エプロンシアター　など

日　時 21日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子ふれあい遊び

日　時 27日（水）午後１時30分～３時30分 申込開始 11日（月）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容 子どもの観察力はスゴイ！

日　時 22日（金）午前10時30分～11時30分 申込開始 ６日（水）
対　象 乳幼児と保護者　先着50人
内　容 いろいろ体験、音楽遊び、体操遊び、人形劇　など
出　演 兵庫県立こどもの館　体験活動指導員

日　時 28日（木）午後１時30分～２時45分 申込開始 15日（金）
対　象 ６カ月～１歳半の乳幼児と保護者　先着25組
内　容 ふれあい遊び、手遊び、交流
持ち物 バスタオル、お茶（水分補給できるもの）

日　時 21日（木）午後１時30分～２時50分 申込開始 ７日（木）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代
その他 晴れの場合、しばっこ広場で水遊び　※雨天の場合子育て学習室
持ち物 子ども：水着、サンダル、帽子、バスタオル、お茶、着替え

保護者：ぬれてもよい服装、サンダル、帽子、着替え

おやこっこ水あそび　しばっこ広場（アイティ７階）

日　時 18日（月）、25日（月）　午後１時30分～
対　象 乳幼児と保護者　※きょうだいの参加も可
内　容 戸外・遊具での遊び、子育て相談　など

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、子育て相談、計測
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 ２日（土）、９日（土）、16日（土）、23日（土）、30日（土）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士の話、子育て相談、交流、手遊び　など

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び、シャボン玉、おもちゃの金魚すくい　など
持ち物 水着（ぬれてもよい服装）、タオル、サンダル、お茶、着替え、帽子

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館、センター職員による読み聞かせ、季節の折り紙製作

日　時 19日（火）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、折り紙遊び、手遊び

日　時 ７日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び（水鉄砲、ペットボトルのシャワー、魚釣り）
持ち物 水着（ぬれてもよい服装）、着替え、帽子、タオル、お茶

日　時 22日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊び、交流、子育て相談
持ち物 母子手帳、バスタオル（新生児）

日　時 27日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 海で貝がらひろい

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ５日（火）午前10時30分～11時30分
講　師 こども育成課　仲義　健
対　象 乳幼児と保護者 持ち物 お茶、タオル

日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん　※家族みんなでお越しください
内　容 夏の遊び（シャワー作り、水遊びなど自由です）

日　時 21日（木）午後５時～６時30分
対　象 乳幼児、小学生と保護者、一般どなたでも
内　容 楽しい、おいしい露天（当て物、魚釣り、そうめん流し、たこ焼き、ゼリー　など）
参加費 チケット制（１セット200円、250枚限定）、当日30分前から販売

そとあそび広場　しばっこ広場（アイティ７階）　悪天候時は中止

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おはなし広場

おたのしみ広場

にこにこひろば

なかよし広場

そとあそび広場

にじっこ絵本

運動遊び

パパと遊ぼうデー

すくすくまつり　竹野子育てセンター園庭

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 １日（金）、４日（月）、11日（月）　午後１時30分～
対　象 乳幼児と保護者　※きょうだいの参加も可
内　容 自由に遊ぼう（金魚すくい、ウォータースライダー、水鉄砲　など）

日　時 １日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び、水鉄砲、的当て　など
持ち物 着替え、タオル、お茶、帽子、ぬれてもよい服装と履物
その他 悪天候の場合は中止

日　時 ４日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 プール遊び
持ち物 水着、タオル、お茶、帽子　など

日　時 ①ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 18日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

絵本の読み聞かせの会

日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 読み聞かせとわらべうた遊び

絵本の読み聞かせ
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。
※「施設のイベント」は、９月25日号から「くらしの情報」に掲載します。

　９月５日（金）
　　開演19：00
◇入場料　全席指定
　　　　　S席4,000円　Ａ席3,500円
　　　　　（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　８月22日（金）までに申し込みください。

　９月14日（日）
　　開演18：30
◇入場料　全席指定　一般席　4,000円
　　　　　　　　　　桟敷席（ペア）　6,400円
　　　　　　　　　　（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　９月５日（金）までに申し込みください。

　11月15日（土）　開演18：00
◇入場料　全席指定　一般席3,500円
　　　　　　　　　　桟敷席（ペア）5,600円
　　　　　　　　　　（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
　友の会　８月10日（日）～、一般　８月17日（日）～
◇一時保育　11月７日（金）までに申し込みください。

　10月４日（土）・５日（日）
　　開演14：00（両日とも）
◇入場料　日時指定・全席自由・整理番号付
　　　　　一般4,000円
　　　　　学生・シニア（65歳以上）3,000円　
　　　　　高校生以下2,000円
※学生・シニア・高校生以下は、学籍・年齢を確認で
きる証明書を会場受付で提示してください。

※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　８月３日（日）～

■佐渡裕芸術監督率いる兵庫芸術文化センター管弦楽団
シーズン・オープニング・フェスティバルin豊岡2014

　グリーグ組曲「ホルベア
の時代から」やシューベル
ト交響曲第８番「未完成」
などの管弦楽をお楽しみ
ください。

市民会館 （立野町）
☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

■世良公則　ソロ・アコースティックライブ
　O-kiraku LIVE 2014
　Against The Windなどのソ
ロになってからの曲から、懐か
しいツイスト時代の曲、あんた
のバラード、宿無し、銃

ひき
爪
がね
など

のヒット曲を織り交ぜ、迫力のあ
るステージで魅了します。
※曲は変更する場合があります。

■青年団国際演劇交流プロジェクト2014
　アンドロイド版『変身』城崎公演
　劇作家・演出家の平田オリ
ザさんによる｢ロボット演劇プ
ロジェクト｣。新型アンドロイ
ドとフランスを代表する映画
女優・イレーヌ・ジャコブさ
んらが共演する異色の作品を、
城崎国際アートセンターで１
カ月間滞在制作。城崎で初演さ
れ、その後、世界各地で上演さ
れます。

■アキラさんとまこと君　ふたりのオーケストラ2014
　童謡、ジャズ、クラシック、シネマナンバーなど、
宮川彬良（ピアノ）と平原まこと（サックス）のふた
りが繰り広げる、音とトークの楽しいバトルです。

城崎国際アートセンター（城崎町湯島）
☎32－3888 FAX 32－3898 （火曜日休館）

■郷ひろみ H
ヒ ロ ミ

iromi G
ゴー

o C
コ ン サ ー ト

oncert T
ツ ア ー

our 2014
　“N

ネ バ ー
ever E

エンド
nd”

　６年振りの豊岡！ま
すます進化する郷ひろ
みのパワフルなステージ
をお楽しみください。

　９月３日（水）
　　開演18：30
◇入場料　全席指定　7,500円（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　８月22日（金）までに申し込みください。

　８月23日（土）　開演14：00
　８月24日（日）　開演14：00
◇入場料　全席自由
　　　　　一般　1,000円
　　　　　（当日券200円増）
　　　　　高校生以下無料（要整理券）

■福島県立いわき総合高校演劇部豊岡公演
　『あひる月13』
～高校生アートプロジェクト｢福島から高校生がやってくる！｣～

　東日本大震災から３年、向き合
い続け、深く考えるいわきの高校
生たちの、震災後３本目の創作作
品を上演します。

⒞大倉英揮

アンドロイド「リプリーS1」
※8月改造予定
⒞山本尚明
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平成26年６月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

8月の主な行事
AUGUST

より詳しい情報は
こちらから

17（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）市民ふれあいのつどいパートⅠ名画鑑賞会
（10：00～ 市民会館）

ティラノサウルスがやってくる！
（11：00～15：00 但馬国府・国分寺館）

ロックフェスティバル（豊岡市民プラザ）
18（月）夏休みこども映画会（13：30～ 図書館本館）
19（火）にこにこひろば（10：30～11：00 出石子育てセンター）
20（水）なかよし広場（９：30～11：30 豊岡市民プラザ）
21（木）神戸大学児童文化研究会豊岡公演（10：30～11：30 豊岡市民プラザ）

すくすくまつり
（17：00～18：30 竹野子育てセンター）

22（金）神鍋BeerNight！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
動くこどもの館号
（10：30～11：30 但東子育てセンター）

23（土）南極講座『植村直己の夢と南極』（13：30～15：00 植村直己冒険館）
いわき総合高校演劇部豊岡公演『あひる月13』
（14：00～ 城崎国際アートセンター、 ～24日）

24（日）愛宕の火祭り（10：00～20：30 伊福部神社周辺）コウノトリふれ愛コンサート
（10：00～20：30 コウノトリ文化館）

第21回大谿川納涼灯籠流し
（19：00～ 城崎温泉街｢一の湯｣前）

25（月）
26（火）
27（水）そとあそび広場（10：30～11：30 竹野子育てセンター）おたのしみ広場（10：30～11：00 日高子育てセンター）
28（木）
29（金）神鍋BeerNight！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
30（土）コウノトリ但馬空港フェスティバル’14（９：30～16：00 コウノトリ但馬空港、～31日）

としょかん映画会（13：30～ 図書館本館）
31（日）第12回アカペリンピックinとよおか（16：00～19：00 市民会館）

パパと遊ぼうデー
（10：00～11：15 アイティ７階しばっこ広場）

ひ
と
り
ご
と

1（金）神鍋BeerNight！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
城崎温泉夏物語・夢花火（21：00～ 城崎温
泉街、～24日 ※土・日曜日、13日～15日を
除く。24日は実施）
柳まつり（豊岡駅通りほか、～２日）
そとあそび広場

（10：30～11：30 城崎スポーツ広場）

2（土）豊岡トワイライトJAZZ（18：00～ 市役所前市民広場）
3（日）パパと遊ぼうDAY！（10：30～11：30 日高子育てセンター）
4（月）おでかけ広場（10：15～11：30 日高地区公民館）真夏の南極展（植村直己冒険館、～31日）
5（火）運動遊び（10：30～11：30 竹野子育てセンター）
6（水）豊岡市民会館リニューアル記念 野村萬斎 狂言の会（19：00～21：00 市民会館）

えほんのとびら
（10：30～11：30 出石子育てセンター）

7（木）
8（金）神鍋BeerNight！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
9（土）子ども写生会～いずし城下を描く～（９：00～15：00 豊岡市立美術館－伊藤清

永記念館－）
としょかん映画会（13：30～ 図書館本館）
平和を願う朗読劇・豊岡2014『祈り―1945』

（14：00 豊岡市民プラザ）
10（日）南極の昭和基地と交信（15：00～16：00 植村直己冒険館）
11（月）
12（火）
13（水）ロジナリエ・なごみの灯りストリート（夕方～21：00 竹野浜街中周辺、～16日）

化石のレプリカを作ろう！（10：00～16：
00 但馬国府・国分寺館、～17日）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

14（木）ナイトミュージアム・ツアー（19：00～21：00 豊岡市立美術館－伊藤清永記念館－、 ～15日）

15（金）神鍋BeerNight！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
16（土）

▼
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Ⓕ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,029人（－39人） 41,273人（－6人） 44,756人（－33人） 32,748世帯（＋12世帯）
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防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。　　　　　　　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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できるものから取り組むんじゃ！

　隣近所の住民が互いに助け合う共助の精神で、地域の実状に合った災害時要援護者支援の取組みを進
めていただきますようお願いします。

　本市は、平成24年度から、災害時にさまざまな支援が必要な災害時要援護者を、身体等の状態および世
帯の状況に応じて、「避難行動要援護者」と「情報伝達等要援護者」に区分しています。

１ 災害時要援護者の区分

災害時要援護者
避難行動要援護者 災害時に、避難行動の支援（誘導、搬送等）がなければ避難

が困難な要援護者

情報伝達等要援護者 災害時に、安否確認、避難情報の伝達等の支援によって自
らあるいは家族等の協力により避難が可能な要援護者

２ 避難するときの注意
　災害時要援護者などは、特に、早め早めの行動をお願いします。

災害時要援護者、高齢者・
子ども、病気の方等 一般の方

避難準備情報 避難を開始してください。避難の準備をしてください。
避難勧告 避難を完了してください。避難してください。
避難指示 (避難完了) 直ちに避難を完了してください。

★市ホームページの「災害・防災情報」のコーナーに、避難場
所一覧表を掲載しています。今月から変更した箇所もありま
すので、あらかじめ皆さんの住んでいる地区の避難場所の確
認をお願いします。

　災害時安心ファイルは、災害時に避難所などで障害者（児）
が周囲に助けを求め、周囲もそれに対し必要なサポートがで
きるようにするものです。障害のある方は、避難の際に所持
し、活用してください。

５ 障害のある方の「災害時安心ファイル」の活用

４ 災害時要援護者（特に避難行動要援護者）の個別支援計画作成
　災害時に備えて、だれが（複数）、だれを、どこへ避難させるか決めておいてください。

⑴ 自主防災組織への要援護者支援担当（班）の設置
⑵ 災害情報伝達体制の整備
⑶ 避難誘導・援助体制の整備
⑷ 災害時要援護者の状況把握や安否確認体制の整備

３ 地域での具体的な取組み例

個別支援計画（○○区 ○隣保・組）
だれが（支援者名） だれを（要援護者名） どこへ（避難先）

⑸ 要援護者所在地マップの作成
⑹ 要援護者支援を想定した防災訓練の実施
⑺ 災害時支援に必要な器具備品の整備

災害時要援護者の支援


